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ばじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

2020年、かつては無敵と思われた特定の産業分野が、
存続の危機への対応を余儀なくされました。経済は
壊滅し、原油価格は歴史上初めてゼロを割り、航空会
社の株は大暴落し、相当な数の人が職を失いました。 
 
最悪のシナリオはもはや単なる仮説ではなく、変革、
脆弱性への対処、回復力の強化、デジタル化の促進に
向けた大規模な取り組みがなければ、十分に起こり得
ることでした。実際のところ、生命、仕事、市場を救う
テクノロジーがまだ登場していない10年前や20年前に
今回のようなパンデミックが起きていたとしたら、事
態ははるかに悪化していたことでしょう。
 
石油・ガス、製造、電力・ユーティリティといった、かつ
てアナログだった伝統産業において、デジタルツール
を採用し始める動きが一気に加速しました。

COVID-19によってほとんどの作業者が在宅を余儀な
くされたため、我々は一斉にリモートワークをテスト

し、おおむね成功しました。さらに、リモートオペレー
ションを試験的に実施するとともに、産業データから
真の価値を生み出すテクノロジーの強化について知識
を深めました。必要が「大規模な再発明の母」となっ
たのです。

こうした産業はその一方で、環境に与える影響と歯止
めのない排出の責任を認めるべきだという世論や財
政的な圧迫に対して、取り組みを始めました。
それにもかかわらず、前例のない気候関連の災害が我
々の面前で繰り広げられました。それはパンデミック
で受けた損失にさらに追い打ちをかける痛手であり、
我々は恐ろしい現実から目を背けることができません
でした。オーストラリア、そして米国のカリフォルニア州
とコロラド州での森林火災、送電網の障害、米国メキ
シコ湾岸を襲った記録的な数のハリケーン、東南アジ
アでの記録的な洪水、シベリアでの永久凍土の融解
など、世界各地で多くの災害がありました。

目を大きく見開く  
 
こうした現実がいかに不快なものであっても、目を大
きく見開くことでチャンスが訪れます。2020年に産業
企業全体が遂げた進歩は、その大部分が必要性と真
の切迫感から生じたものとはいえ、すばらしいことで
した。全般的に見て、デジタルトランスフォーメーシ
ョンはもはや乱用されるPR用語でも、リスクの高い
CAPEXの手段でもありません。 

 
産業向けソフトウェア、デジ
タルツール、ロボット工学、
新しいアジャイルな働き方の
採用が広まっています。これ
らは、これまで重厚長大産
業が後れを取っていた領域
です。 

 
 
産業データの価値は、新世代のソフトウェアソリュー
ションによって民主化され、コンテキスト化されること
で、今や広く認められています。そして最後に、このよう
なデータを共有、公開、要約しようという意欲が我々
の産業全体に広まりつつあります。今こそ、産業データ
を活用するときです。

こうした必要かつ持続可能な再発明の基盤が、今ここ
にあります。この基盤は、公的および経済的なインセ
ンティブ、競争的な動機付け、生存本能、イノベーショ
ン、嘘偽りのない善意で成り立っています。今すぐ、そし
て大規模に、実際のトランスフォーメーションの業務
を行うノウハウ、テクノロジー、ツールが必要です。

（再）発明の母
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はじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

産業向けDataOps:  
新しいツールの登場
絶対に必要なツールを1つ挙げるなら、急成長を遂げ
つつあるDataOpsの新しい分野、すなわち産業向け
DataOpsの今までにないアプローチです。

現代の産業においてはまだ構想段階に過ぎませんが、
このアプローチは産業データを具体的な価値へと変
える、最も重要な唯一の手段になると期待されていま
す。そうすることで、産業向けDataOpsが産業変革の
原動力となります。

産業向けDataOpsは実に革新的かつ変革的な新しい
アプローチであるため、6章構成の本書の残りの部分
を使って、産業向けDataOpsとは何か、貴社および貴
社の産業にとって重要である理由、今必要な理由、そ
して導入を開始する方法について余すところなく説明
します。産業向けDataOpsの基本は、ここから始まり
ます。 2010年代のDevOps、1990年代のビジネ

スインテリジェンス、1890年代の人事がそ
うであったように、2020年代において産
業向けDataOpsは耳新しく、まだ広く知ら
れた存在ではありません。

“
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ばじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

産業向けDataOpsは、部門間の壁を取り払い、産業デー
タの幅広い可用性と有用性を最大限に活用します。これ
は、石油・ガスの上流部門、再生可能エネルギー、ユーテ
ィリティ、自動車、製造といった重厚長大産業で生成され
るデータを意味します。

産業向け
DataOpsとは
産業向けDataOpsの核となる原則については、以降
の章で詳しく説明します。したがってここでは、基
本的な概要だけを簡潔にご説明します。それではま
ず、DataOpsとは何かを定義しましょう。産業向け
DataOpsの核となる原則については、以降の章で詳し
く説明します。したがってここでは、基本的な概要だ
けを簡潔にご説明します。それではまず、DataOpsとは
何かを定義しましょう。 
 
DataOpsは、一般に「データ重視の企業をサポートす
るツール、プロセス、組織構造を提供する」ために存
在する、データの専門家(データサイエンティスト、アナ
リスト、アーキテクトなど)のチームを含む新しい分野
であると定義できます。1 

DataOps チームは、社内外の組織全体のデータ顧客
にデータを提供し、そのデータを会社のためにさらに
活用させるという任務を負っています。
 

Gartnerによると、「DataOpsとは、組織全体でのデー
タ管理者とデータ利用者間のコミュニケーションの向
上、およびデータフローの統合と自動化の改善に焦点
を当てた、共同作業によるデータ管理の手法」と定義
されています。2 
 
Forresterによると、「DataOpsとは、ソリューションの
実現、データ製品の開発、データのアクティブ化によっ
て、インフラストラクチャからエクスペリエンスに至る
すべてのテクノロジー階層でビジネスの価値を実現す
る機能」と定義されています。3  

 

この説得力のある2つの定義に共通するのは、共同作
業の重要性と、組織のさまざまな部分にわたるデータ
統合の重視です。

1. Olavsrud, T. 2020『What is DataOps? Collaborative, cross-functional analytics. 30 Nov. CIO』 [オンライン] [2021年3月5日] 下記より入手可能：
https://www.cio.com/article/3237694/what-is-dataops-data-operations-analytics.html 
2. Gartner『Gartner Glossary』[オンライン] [2021年3月5日] 下記より入手可能：https://www.gartner.com/en/information-technology/glossary/
dataops 

11 3. Goetz, M 他 (2020) 『DataOps For The Intelligent Edge Of Business: Go Beyond Traditional Data Management  
And Governance』(Forrester) [オンライン]  [2021年3月11日] 下記より入手可能： 

https://www.forrester.com/report/DataOps+For+The+Intelligent+Edge+Of+Business/-/E-RES162717
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ばじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

産業向け 
DataOpsに関する
3つの重要な真実

ばじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

1
産業向けDataOpsには、特定分野の 
専門家（SME）との共同作業が 
必要です。 
 
データを組織全体のデータ利用者(さまざまな現場およ
び部署の特定分野の専門家）にとって有益かつ有用な
ものにするには、個人および連携(プロセスおよびツー
ルの範囲にとどまらない連携)が不可欠です。忘れては
ならないのは、DataOpsは一種の手法、つまり、データか
ら生じるさらに大きな価値を共有するだけでなく獲得す
るために、組織全体で取り組み、共同で作業する手段
であることです。

データの価値は、その背後にある 
分析とデータを使用する 
人の規模によって決まります。 
 
データと分析の融合により、産業向けDataOpsは運用
に欠かせないものになっています。ただし、データの専
門家でない人々 に広く使用されるなら、データにはコ
ンテキストが必要になります。データプロセスを自動化
し、中心的な信頼できる唯一のコンテキスト化された
情報源を作成することによってのみ、意思決定プロセ
スにおいてライブデータが以前のデータ(過去の静的な
ドキュメントおよびレポート)を上回る有用性を発揮し
ます。

データの価値を引き出すには 
アジャイルなアプローチが必要です。 
 
産業向けDataOpsは、文書化、レポート、事前の大規模
設計を行うのではなく、実験、繰り返し、フィードバック
を必須とする、はるかにアジャイルなプロセスです。ビ
ジネス価値の創出は、データサイエンティストと部門と
の間で行われる一方通行の処理ではありません。変革
の可能性を秘めたソリューションに対して両当事者の
関与、共有、開発が必要となる共同の取り組みです。デ
ータが生きているのとまったく同じように、データを扱
う手段も生きています。

2

3
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ばじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

産業向け
DataOpsでは 
ないもの
産業向けDataOpsはDevOpsではありませ
ん。DevOpsはしばらく前から存在しており、表面的
な共通部分はいくつかありますが、大きく異なりま
す。どちらも運用上の手法を強化する方法論です
が、似ている点はそれだけです。

DataOpsが主眼を置いているのは、ビジネス対応
の、信頼性に優れた、実行可能な高品質のデータを
組織全体のすべてのデータ利用者または特定分野
の専門家（SME）に提供することです。1つの目標は

データガバナンスと統合を中核とする、自動化への
取り組みです。
 
もう1つの目標は、ITシステムのサポート、運用、ビジ
ネスの間での調整です。一方、DevOpsで重視してい
るのはソフトウェアとアプリケーションの開発です。
自動化への取り組みは、開発サイクル、ソフトウェア
配信プロセス、無駄の排除に重点を置いています。
開発者、オペレーション、ビジネスの調整
が、DevOpsの主要な目的です。

産業向けDataOpsは、データリテラシー(データの読
み書きおよび通信の能力)推進の必須要素です。さ
らに、データリテラシーはデータおよびデジタルか
ら最適な価値を引き出す鍵となります。したがって、
産業向けDataOpsを採用する組織が増えるほど、デ
ータ変革の可能性を本当の意味で活用する準備が
整います。その結果、我々は持続可能で効率的、安
全な産業オペレーションという共通の最終目標に一
歩近づきます。

ここまでで述べてきたことは、重厚長大産業がソリ
ューションおよびデータ製品を開発し、企業全体で
価値を引き出すために、データをどのように活用で
きるのかを探る出発点です。ついこの間まで、デー
タは保護された商品であり、個人だけで利用され、
さらには交渉の取引材料として使用されていました
が、今やそのことを想像するのはほとんど不可能で
す。ありがたいことに、これは一時的な狭量さであ
り、データの驚くべき可能性を認める先見性を持っ
た人々は、このような考え方を意に介しませんでし
た。彼らの未来像が残りの者へと広がり、広大なデ
ータの海での救命ボートとして産業向けDataOpsが
出現する起爆剤となりました。 
 
 
 

では、なぜ今DataOpsが必要なのでしょうか。高度
なデータオペレーションと新しい働き方の導入を遅
らせれば、結局は会社の、ひいては産業の変革が遅
れるだけだからです。その結果、最終目標の達成は
遅くなり、困難になり、さらに費用がかかることにな
ります。 

重厚長大産業では、データ
の力に加え、意思決定に情
報を提供し、オペレーション
を変革し、サステナビリティ
を強化するデータの能力に
目覚める企業が急速に増え
ています。 

 
このような動きの中で、産業向けDataOpsを組織に
展開するための必須のガイドとして、本書をご利用
いただければ幸いです。

今なぜ、産業向けDataOpsを選ぶべきなのか
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はじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

第１章

産業向け
DataOpsを利用
する準備は 
万全ですか

デジタル成熟度:
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デジタル成熟度は
デジタルの成功を
示す重要指標
産業向けDataOpsを採用し、その利点を享受しようと
いう組織は、自社のデジタル成熟度の状態を考慮す
る必要があります。デジタル投資から並外れたROIを
獲得するには、わずか1つまたは2つの四半期に集中し
た取り組みではなく、持続的なイノベーションと長期
的なデジタル戦略が必要であることは明らかです。

これは、多くのユースケースを導入することが重要では
ないということでも、短期的な価値が見込み薄という
ことでもありません。デジタルプログラムを開始して
運用を勢いづけることは難しく、さまざまな理由です
ぐに失敗する可能性があるという意味です。

デジタル投資から並外れた
ROIを獲得するには、わずか1
つまたは2つの四半期に集中
した取り組みではなく、持続
的なイノベーションと長期的
なデジタル戦略が必要です。

現在非常に多くの組織が失望しているのは、まさに
こうした理由からです。このような組織は短期的に
莫大な利益を期待しており、長期的な取引を十分に
理解していません。公平に言えば、広範なデジタル
トランスフォーメーション市場は価値の即時性を過
大に約束していましたが、高度なデジタルテクノロ
ジーの大きな潜在的可能性に関してソリューション
市場の正確性は失われていません。これは「もし」
ではなく「いつ」の典型的な例です。 

McKinseyによる証拠(図1)が説得力を持って示すよ
うに、この断絶はデジタルトランスフォーメーション
の停滞という形で表面化しています。  

産業全体で、進展が停滞するのはスケーリング段階
が最も多く、根本原因の62%は組織の短中期的な
管理の範囲内にある要因です。たとえば、運用の概
念実証(PoC)の開発は、ここ2、3年ではるかにシンプ
ルになっていますが、その反面、スケーリングには依
然として課題が残っています。 
 
しかし、これは非常に重要な類似点を示していま
す。PoCが短期的なプロジェクトであるのに対して、
スケーリングは長期的です。現在のこうしたパラダイ
ムに欠けているのは、さまざまな局面でデジタルの
勢いを前進させ、構築するためのしかるべき人、プ
ロセス、プラットフォームのフライホイールです。.  

今日の意思決定で使用され
る尺度およびKPIは、短期的
な価値を示すことに固執す
るあまり、スケーリングとそ
の先をサポートするデジタル
トランスフォーメーションの
次の段階を奨励することを
怠っているのです。

 
 
ここでは、運用上の採用、分析コスト、およびオペ
レーションの手数料としてのデジタル支出に関する
新しい長期的な指標が、問題のはるかに重要な部
分になります。これらの指標は、おそらくもっと重要
な、新しい尺度であるデジタル成熟度に一体化でき
ます。. 

デジタル成熟度は、手法として体系化され、指標と
して定量化されることで、全体の進捗を測定する持
続可能な方法、および産業のデジタルトランスフォ
ーメーション全体の健全性に対する優れた尺度を
表します。

第１章 - 産業向けDataOpsを利用する準備は万全ですか
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ばじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来第１章 - 産業向けDataOpsを利用する準備は万全ですか

どの段階でデジタル化が
停滞したか。 
回答者の割合(%) (n=1,256)

381224

停滞していない

1871420

組織の短期～中期計画 組織の短期～中期計画以外

12 12

DXの推進が停滞した主な理由。 
「停滞している」と回答した回答
者のなかの割合(%)

パイロット段階で停滞

14 7 15 6

拡張中に停滞 拡張までは達成したが
効果が出る前に停滞

デジタルトランスフォーメー
ションに取り組んでいない

分からない

リソース不足 DX戦略が明確に
なっていない

組織全体の連携や
取り組みが不十分

非効率なDX設計 非効率または間違った
DX戦略

企業文化や
働き方との

不一致

コアコンピテン 
シーの欠如

市場ｙややビジネス
環境における混乱

出典：McKinsey (2020) https://www.mckinsey.com/business-functions/mckinsey-digital/our-insights/how-to-restart-your-stalled-digital-
transformation

図1:デジタルプロセスの停滞

ほとんどの回答者が、デジタルの進展が停滞し、大
部分の停滞が組織の管理下にある要因によって生
じたと述べている。

四捨五入しているため、合計は 100% にはなりません。20 2120



Introduction: The Time for Industrial DataOps is Now

デジタル成熟度の
定義
最初に起こるべき変化に伴って必要なのは、デジタ
ル成熟度の曲線が指数関数的であり、線形ではな
いと理解することです。大まかに言うと、初期の成
熟度はリンクされたデータまたはリンクされていな
いデータの多くの「ピース」つまり構成要素から成
り、高コストの内部またはサードパーティのサービ
スと組み合わせることで、機会のサイロが生じ、小
規模なプロジェクトとPoCが促進されます。組織が
成熟するにつれて、内部またはベンダー提供のアプ
リケーションの枠組みによって、ある程度の再現性
が生み出され始めます。特に、データ分析プラットフ
ォームと組み合わせたときにその傾向が見られま
す。 
 
 

このプラットフォームは高い成熟度への橋渡しをし
ます。というのも、勢いとインフラストラクチャを前
進させることによって、少ないサービスと低い限界
費用で導入可能なデータ分析のカタログとライブ
ラリが作成されるからです。この移り変わりの時期
に、並外れたROIが展開し始めます。

第１章 - 産業向けDataOpsを利用する準備は万全ですか
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図2:デジタル成熟度とROIの関係
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高いデジタル 
成熟度とは 
どのようなものか

デジタル成熟度をサポートした組織の構築は、企業
レベルまたは個々の事業部門内で異なって見える可
能性があります。しかしその一方で、成熟度の高い

組織には、内部要因と外部要因の比較によって区分
される共通の属性がいくつかあります(図3)。 

内部の推進要因

デジタル化の野心が明確で、定義さ
れており、戦略的である。 

勢いと速度に合わせて、デジタル化
の目標に期限が設定されている。 

IT/OTがデジタル化の成功に等しく責
任を負っている。 

デジタル戦略とKPIが頻繁に伝達さ
れている。目的と戦略

外部の推進要因

デジタルプログラムが意図を持って
おり、構造化され、可視化できる。 

デジタルの能力が革新的で多彩で
ある。 
 

デジタルのリーダーが権限を持ち、
説明責任を負っている。 

特定分野の専門家（SME）からの貢
献およびデータの専門家以（SME）
外からの貢献が、デジタルの文化に
よって促進および奨励されている。

人と思考様式

価値のプールが戦略的で、十分に定
義されており、測定されている。 

配信では、確立したプロセスとハイ
パーオートメーションが組み合わされ
ている。 
 

新しいユースケースと既存のユースケ
ースが、コンセプトからスケールへと
流動的に移動している。 

プロジェクト全体を通して価値が獲
得され、組織に伝えられる。

価値獲得プロセス

デジタルエコシステムが高度に構造
化され、まとまりがある。 

運用・制御データが、現場レベルお
よび企業レベルの粒度で高度に活
用されている。 

高品質のデータがオンデマンドで安
全に利用でき、アクセス制御も付属
している。 

その場限りでの使用にも専門家によ
る使用にも対応できるよう、ローコ
ードツールの幅広い製品群が存在
する。

情報アーキテクチャ

構造化データおよび非構造化(IT/OT/
ET)データの80%以上が高度に活用
されている。 

データの品質と整合性のチェックが
自動化され、高い精度で実行され
る。 
 

ソースおよびフォーマットのデータ
標準化が現場とアセットの全体で優
先される。 

データの検出がシンプルかつ直感的
で、特定分野の専門家(SME)でなくて
もわかりやすい。データ遍在性

1
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図3:デジタル成熟度に影響する要因
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ばじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

Deloitteの最近の調査により、デジタル成熟度の高
い組織は、業界平均を上回る優れた効率性、収益
成長率、純利益に加え、高品質の製品とサービス、
優れた顧客満足度、強化された従業員エンゲージメ
ントと明確な関係があることがわかりました。4  

したがって、デジタル成熟度は組織の成功を可能に
しますが、ある部門のデジタル能力が会社の他の
部門よりも著しく進化している場合には、この可能

性は現実のものとならないことがあります。この状
態を、デジタル成熟度に投資するという全社的な指
令と比較すると、結果的な勢いは、すべてのデジタ
ルプロジェクト(成否は問わない)の微妙な差異およ
びノイズへの対応から、根本原因の解決に移行しま
す。 

FIGURE 3  Factors Influencing Digital Maturity

個々の組織が戦略としてデジタル成
熟度の達成を目指し、そこに投資する
ことで、組織のパフォーマンスが向上
します。

第１章 - 産業向けDataOpsを利用する準備は万全ですか

4. Kaji, J 他 (2020) 『Uncovering the Connection Between Digital Maturity and Financial Performance: How Digital Transformation Can Lead to  
Sustainable High Performance.』(Deloitte Insights ) [オンライン] [2021年3月16日] 下記より入手可能： 

https://www2.deloitte.com/content/dam/insights/us/articles/6561_digital-transformation/DI_Digital-transformation.pdf
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成熟度の低い組織であっても、ビジネスの問題また
は機会は最終的に対処されます。一般に、かなりイ
ライラしたり、潜在的な知覚価値を無視するのが不
可能になったりすると、この落とし穴がその場限り
の形で発生します。ここで、この機に便乗した従業
員がイニシアチブを取り、持ち合わせたスキルとツ
ールで問題を解決しようとします。 
 
たとえば、あるオペレーターが履歴イベントを特定
のアセットの時系列データと簡単に比較できないた
めイライラしているとします。アセットの履歴および
タイムスタンプの付いたイベントの記録にアクセス
できていれば、スプレッドシートを利用したレポート
を作成してデータをリンクし、シンプルな表に表示
することができたでしょう。
 
こうしたスカンクワークス(非公式のイノベーション)
プロジェクトを利用して解決されている問題の多く
は、極めて貴重です。しかし、アプリケーションを本
番適用するための意図的で摩擦の少ない経路を組
織のデジタル成熟度がサポートしていない限り、レ
ポートが独立したサイロ内にとどまるため、わずか
な価値しか実現されない可能性があります。
これは、デジタルのプロセスとプラットフォームを改
善する機会を示しています。

デジタルの落とし穴1:
スカンクワークス 
プロジェクト

避けるべきデジ
タルの落とし穴
デジタル成熟度を追求するとき
に組織が陥る可能性のある落
とし穴の例をいくつかご紹介し
ます。

もう1つの側面として、一見、斬新かつ革新的である
ものの決して実体のある追跡可能なビジネス価値
へと具体化することのないプロジェクトに、関わり
合いになる可能性があります。提供される価値をプ
ロジェクトのコストが著しく上回るか、プロジェクト
で導入した新しいテクノロジーによってワークフロ
ーに下流の問題が追加で生じることで、重要な利点
が無になります。 

拡張現実や産業用ロボット工学といった新しいテク
ノロジーが運用環境にますます導入されるにつれ
て、両者のバランス確保の課題がよく目につくよう
になります。一方で、実世界のユースケースは実体が
あるとともに有益で、人間のオペレーターにリモー
トアクセス、可視性、安全をもたらします。もう一方
で、このユースケースは、企業がデジタル化を積極的
に追求していることを示す、顧客、市場、投資家、競
合他社にとっての明確なシンボルとなります。 
 
「こうした無意味なプロジェクトを長期的な価値へ
と変えるには何が必要か」という問いの答えになる
のが、成熟度の高い組織なのです。この場合、リー
ダーシップとプロセスの周辺に機会が存在します。
リーダーは、情報伝達のためのニーズと、特定の運
用目標とKPIに対する投資および進捗を推進する、
厳密で体系的な価値の評価および獲得のプロセス
とのバランスを取ることができなければなりませ
ん。

デジタルの落とし穴2: 
無意味なプロジェクト

3つ目の状況では、非常に洗練された、実際のビジ
ネスの問題を解決するプロジェクトを伴いますが、
ライフサイクル全体で大量のリソースとメンテナン
スを維持する必要があります。特定の人工知能(AI)
と機械学習(ML)のプロジェクトがこのカテゴリーに
分類されます。というのも、MLベースの予測分析を
完全に本番適用するのにかかる労力を多くのデジタ
ルチームが軽視しているからです。 

重要な産業アセットに対する予測メンテナンスは、
間違いなく解決する価値のあるインパクトの大きい
ビジネスの問題です。熟練したデータサイエンティス
トにとって、初期モデルを作成して予測結果を示す
プロセスはさらに単純明快になりつつあります。し
かし、モデルが本番環境に近付くにつれて、別の問
題が生じます。導入後も、モデルのメンテナンス、ト
レーニング、統合が継続的に必要です。 

チームが長期的なオーバーヘッドを考慮していない
限り、プロジェクトのコストを低下させる必要があ
ります。ここで、成熟度の高い組織は、プラットフォ
ーム、人、プロセスへの投資を通じ、データモデリン
グレベルで規模の経済を組み込むことができます。
複数の導入済みプロジェクトから残りのオーバーヘ
ッドを繰り越す負担が大幅に軽減され、価値の高
い次のプロジェクトに向けてリソースを移動できま
す。

デジタルの落とし穴3: 
厄介なプロジェクト

Chapter 1 - Your Digital Maturity: Are You Ready for Industrial DataOps?
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デジタル成熟度
が不十分な場合
のリスク
2020年には、石油・ガスベンダー100社以上が破産
しました。この原因としては、原油価格、需要の落
ち込み、埋蔵量の記録的な余剰など多くの要因が
あります。これは変動要素の多い、明らかに極端な
例ですが、隠れた機会の特定、ビジネスモデルの変
更、急速に変化しつつある経済シナリオへの適応に
データが十分に活用されないリスクを証明していま
す。 
  
カリフォルニア州最大の電力・ガス会社である
Pacific Gas and Electric (PG&E)社のケースは、組織
がデータを十分に活用しなかった場合に何が起こり
得るのかを示す良い教訓です。2018年、送電線故障
により致命的な大規模火災が発生し、そのうち1つ
はこの会社の設備が原因であるとされました。5 優
れたデータとデジタルのシステムがあれば、リスク
についてエンジニアに警戒させ、人命の損失と数10
億ドルにも上る損害を防げたはずです。

PG&E社はイノベーションの採用と新しいテクノロジ
ーの最前線にいることで有名でしたが、その動機付
けとデジタルインフラストラクチャは、必ずしもこう
した種類の運用変更を必要なペースで可能にする
ためのものではなかったのです。高いレベルのデジ
タル成熟度(および優れたシミュレーションと状態監
視の後に続く価値)が、データの可用性が高い地域
での山火事のリスク軽減に必要なデジタルシステム
の実装に役立ったはずです。

非常に実践的なレベルで、これらはデジタル成熟度を
高める戦略の採用を怠ったことに関連する主要なリス
クです。
 

極度の複雑さ: 
 
新しいユースケースのそれぞれにデータサイロ
が新たに生まれ、本質的に異なるプロセスおよ
び新たな技術的負債の残務が果てしなく続き
そうなほど発生します。 

取締役会の無関心: 
 
デジタルの進展の達成と定量化がますます困
難になり、長期的なコストによりROIが低下し
ます。

競争優位の喪失: 
 
デジタルの採用率が加速し続けています。もっ
と敏速な競合他社に地位を奪われるリスクに
さらされていませんか。

そのうえ、これらのリスクは相互に組み合わさり、理
想的とは言い難い戦略および意思決定を引き起こ
し、デジタルプログラムから得られた勢いをさらに
破壊します。

5. Gold, R 他 2019 『PG&E Sparked at Least 1,500 California Fires. Now the Utility Faces Collapse』(13 Jan. The Wall Street Journal)  
[オンライン] [2021年3月16日] 下記より入手可能：https://www.wsj.com/articles/pg-e-sparked-at-least-1-500-california-fires-now-the-utility-
faces-collapse-11547410768
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はじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

では、デジタル成熟度を追求すると、どのような見返りがあるのでし
ょうか。前述のリスクの相殺に加え、デジタル的に成熟した組織には
具体的な恩恵が多数あります。

高いデジタル成熟度の 
見返り

トップラインとボトムラインの
改善: 
 
組織は日々の業務で大幅な効率化を推進
しながらも、市場機会と新しいビジネスモ
デルを実現できます。

業界リーダーシップの認知: 
 
このデジタルリーダーシップによってブラ
ンド力が強化されるだけでなく、デジタル
プログラムによる明らかなリスクが追加
されません。

変動性からの保護: 
 
循環市場または変動市場において、洗練
されたやり方でデータを使用できる企業
は先行指標を確認し、重要なリスクの先
を行くことができます。

運用の柔軟性の向上: 
 
いつでも最高のROIアクティビティに集中
する、敏捷性を備えたデータドリブンな
意思決定が可能になります。

権限を与えられた従業員: 
 
データを活用するためのツールとスキル
があるという自信をもって、特定の問題を
解決できます。

最低限のデータ使用コスト: 
 
成熟度の高い組織は規模の経済を活用
して、失敗のリスクとコストを軽減しなが
らイノベーションを起こす能力を高める
ことができます。

第１章 - 産業向けDataOpsを利用する準備は万全ですか
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デジタル成熟度
の恩恵を受けて
いる組織

デジタル成熟度向上への取り組みを採用し、恩恵
を受けている産業組織の例は数多くあります。エネ
ルギー分野のBP社は、リーダーシップから個々の事
業単位に至るまでを対象とする強力なデジタルプロ
グラム6 を使用して、電光石火の速さで動き続けて
います。 
 

BP社は、情報を活用した
戦略的な賭けを行い、早
い段階で失敗を確認し、
すばやく反復し、チーム
全体で共有可能なソリュ
ーションを開発する能力
を増強し続けています。

In manufacturing, 3M leads the charge with a 製
造業では、3M社がデジタル成熟度への現実的な態
度で先頭に立ち、この分野での課題をうまくまとめ
ています。3M社のシニアエンジニアリングスペシャ
リストであるRobert Sentz氏が述べているように、「
デジタルトランスフォーメーションにただ飛び込む
のは非常に困難」です。変革には、強固な基盤の整
備が必要なのです。 

「取り組みを開始するための最初の一歩は、現在
持っているものと将来どこに行きたいのかの評価、
つまりロードマップです。次に、さらに高度なテクノ
ロジーを追加できるように基盤を構築する必要が
あります。解決したい問題を定義してから、そういっ
たテクノロジーを実装する必要があります」7 

3つ目は電力・ユーティリティの例です。この産業分野
は慎重であることで知られており、そのビジネスの性
質上、賭けの要素が強いことから、テクノロジーの導
入が遅れています。しかし、ニューヨーク州電力公社
(NYPA)はデジタルイノベーションのモデルとして広く知
られています。NYPAは、戦略としてITとOT(運用技術)
の両方でイノベーションを積極的に追求しており、小
さな失敗でリスクを冒すことを恐れず、次世代の思考
とテクノロジーの実装をサポートする文化を発展させ
ています。全体的な目標は「カスタマーパートナーシッ
プや革新的なエネルギーソリューションを通じて、さ
らには手頃な価格のクリーンで信頼性ある電気の供
給に責任を持つことによって、経済活動の活発な、カ
ーボンフリーのニューヨークへの転換を先導する」こ
とです。8

「さらに高度なテクノロジーを追加できるように基盤を構
築する必要があります。
解決したい問題を定義してから、そういったテクノロジー
を実装する必要があります」 
3M社、シニアエンジニアリングスペシャリスト、Robert Sentz氏

6. BP. c1996-2021 『Innovation & Engineering』[オンライン] [2021年3月16日] 下記より入手可能： 
https://www.bp.com/en/global/corporate/what-we-do/innovation-and-engineering.html

 7. Perkon, D. 2019 『Digital pilots move to production at 3M』(11 Oct. Smart Industry) [オンライン] [2021年3月16日]  
下記より入手可能： https://www.smartindustry.com/articles/2019/digital-pilots-move-to-production-at-3m/  

8. NY Power Authority. c2021 『About』 [オンライン] [2021年3月16日] 下記より入手可能：https://www.nypa.gov/about
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Introduction: The Time for Industrial DataOps is Now

測定の方法

この時点で、理論を実践に移すことを始める必要が
あります。前述したデジタル成熟度の5つの主要な要
因を振り返ってみましょう(図3)。これらの要因は、
重厚長大産業の多数の組織を評価し、その結果を
サードパーティの調査と組み合わせた後に生成され
たものであり、議論と評価の高度な枠組みを形成し
ます。 
 

ここで我々は、デジタル成熟度に影響する主要な要
因を追加のパラメーターにさらに分割することがで
きます。これらのパラメーターを一緒に測定および
重み付けすることで、デジタル成熟度の概念を診断
の枠組みに変換できます。

持続可能な枠組みの定義

第１章 - 産業向けDataOpsを利用する準備は万全ですか

CATEGORY PARAMETER

デジタルの野心:目標 
デジタルの目標はどのくらい高く、会社
の戦略的位置付けに対する影響はどのく
らい大きいでしょうか。

デジタルの野心:速度 
目標はどのくらい速く達成されると思い
ますか。

スポンサーシップと影響力 
デジタルの野心を実現するために、IT/OT
はどのように連携しますか。

コミュニケーション 
組織の利害関係者とのエンゲージメント
の幅とレベルはどのくらいですか。

目的と戦略

リーダーシップ 
組織のさまざまなレベルがどのように連
携していますか。

能力 
デジタル組織(データサイエンティスト、
開発者、アナリストを含む)はどのくらい
高度/有能ですか。

デジタルプログラム 
デジタルの組織および構造はどのように
形式化されていますか。

民主的なデータ文化 
非専門家は、基盤となるデータスキルの
開発をどの程度推奨され、サポートされ
ていますか。

人と思考様式

戦略に関連する価値 
価値のある領域の定義、評価、優先順位
付けはどのくらい効果的ですか。

ユースケースの実行 
進展をもたらすために、確立された方法
(例: アジャイル)がどのくらい効果的に使
用されていますか。

ユースケースの経路 
ビジネス上の問題はどのくらい効果的
に/すばやく解決策となりますか。

価値獲得方法 
イニシアチブのROIを測定および伝達す
るプロセスは、どのように定義されてい
ますか。

価値獲得プロセス

エンタープライズアーキテクチャ 
エンタープライズデータスタックはどの
ように統合され、柔軟かつオープンで
すか。

運用技術とデータ 
OTソースシステムのデータを維持するプ
ロセスはどのように展開、構造化、管理
されていますか。

ウェアハウスの状態 
これらのシステムはどの程度活用されて
いますか。

分析
どのような種類のビジネスの問題が対処
され、どのような活動に情報が提供され
ていますか。

情報アーキテクチャ

データタイプの多様性 
どのようなタイプのデータが分析に使用
されていますか。

標準化 
データ標準は現場および事業単位全体
でどのように効果的に適用されていま
すか。

品質 
データ品質の問題はどのように特定・対
処されていますか。

発見 
問題セットに関連するデータを見つける
ためのプロセスとはどのようなもので
すか。

データ遍在性

持続可能な枠組みの定義
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図4: デジタル成熟度のスペクトル 

3
2

1

12 か月／費用
組織

最善の結果を達成し、このデジタル成熟度への取
り組みの結果として真に生きた測定値を得るため
に、1年に少なくとも2回はさまざまな関連分野の利
害関係者と質問を確認することをお勧めします。こ
のように、成熟度スペクトルの全域にわたって、時間
とともに変化するイニシアチブと進捗を追跡できま
す(図4)。

第１章 - 産業向けDataOpsを利用する準備は万全ですか

4

成熟度スペクトル成熟度スペクトル

ビジネスへの価値
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産業におけるデ
ジタル成熟度の
実践 

戦術と実行

ほとんどすべての主要産業にわたる自明の理が1つ
あるとするなら、産業の現実は表面上よりもはるか
に複雑であるということです。このことが特に当て
はまるのは、データの未来、そしてデジタル成熟度
において急速に進化し続けるデータの役割です。 

この章では、皆様の取り組みの全期間にわたって進
捗を評価および測定するための新たな手段につい
て解説しました。デジタル成熟度を真剣に検討する
ことは、産業向けDataOpsを実装し、その利点を獲
得する途上で絶対に必要な段階です。

以降の章では、DataOpsそ
のものの範囲に移り、最初
に、分野としてのDataOpsに
ついてご説明します。

第１章 - 産業向けDataOpsを利用する準備は万全ですか

最後の言葉: デジタル成熟度

長期的な戦略に注力し続ける: 
 
ROI曲線が指数関数的であり、線形ではないことを
覚えておいてください。途中で利益が得られます
が、重要なのは幅広い利害関係者の間でデジタル
が容易なものになるよう、ツールとプロセスを通じ
て十分な勢いをつけることです。

全体的に、そしてプロジェクト単位で
測定する: 
 
個々のプロジェクトの正当化と報告は絶対に必要で
すが、あるプロジェクトでの成功(または失敗)が必ず
しもデジタル成熟度の向上を表しているわけではあ
りません。

デジタル成熟度は人、プロセス、デー
タに及ぶ: 
 
デジタル成熟度の評価は、変更管理の多次元的な
手段です。目的と戦略、人と思考様式、価値獲得プ
ロセス、情報アーキテクチャ、データ遍在性に対す
る評価をお勧めします。

1

2

3
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データの価値を
引き出す

第２章

分野としてのDataOps:
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デジタル成熟度か
ら産業変革へ 

すべての産業組織にとって、運用技術(OT)システム
で生成されたデータのインテリジェントな使用は、
オペレーショナルエクセレンスを高めるための中心
的な取り組みです。したがって、デジタルトランスフ
ォーメーション、データの使用、スケーリング、価値
実現までの時間を誰もが話題にしている一方で、産
業界で実際に利益を得ている企業はほとんどあり
ません。 
 

また、課題となるのはデータではありません。OTの
データは、組織がさらに効率的で回復力の高い運
用を構築し、従業員の生産性と顧客満足度を高め
るための素材です。このOTデータは豊富にあります
が、産業組織はますますつながっていく運用から価
値を生み出そうと奮闘しています。IDCが示すところ
によると、データを分析し、そのデータからかなりの
程度まで価値を引き出している組織は4社中1社に
とどまるとのことです。9

9. IDC (2019). Enterprise Data Retention Survey 2019: IDC.  

課題: 
 
データの価値をかなりの程度まで引き出して
いる組織は、4社中1社にとどまります。データ
の分散に加え、データを接続、コンテキスト化、
管理するためのツールとプロセスの不足が、デ
ジタルトランスフォーメーションの妨げとなって
います。 

機会:  
 
産業向けDataOpsを利用することで、運用・制
御データ分析ライフサイクルの価値実現までの
時間、品質、予測可能性、規模が確実に向上し
ます。また、産業向けDataOpsは広範囲の組織
での新しいデータ管理方法に向けた足掛かり
でもあり、データ多様性の高まりに対処し、デ
ータユーザー数の増加に対応します。 
 

適切なツールとプロセスがないというのは、相当に支
障を来します。その結果として、データ作業者が自分
の時間のほぼ90%をデータの検索、準備、管理に費
やすことになります。10 データの価値を失うという不
安から、組織は往々にしてデータの整理よりもデータ
の集中化を優先してきました。その結果、思慮を欠い
た「データスワンプ」が生じ、不明瞭でコンテキスト化
されていないデータの問題だけがいつまでも残るこ
とになったのです。  

機械学習(ML)を導入して予測アルゴリズムを開発し
た企業は、信頼できる品質のデータを持つことがい
かに重要であり、ヒストリカルデータが常に信頼でき
るわけではないということをすぐに理解しました。ま
た、データドリブンのイノベーションをサポートする
にはデータガバナンスが必要ですが、多くの組織は、
その実現に必要な要件に対応できていません。  

実際には、運用アセットがさらに複雑さを増し、つな
がり、インテリジェントになり、さらに多くのリアルタ
イム情報も提供するようになるにつれて、計画・運
用・メンテナンスを可能にするデータドリブンの意思
決定がますます複雑になっています。
これを大局的な視点から考えると、製造、石油・ガ
ス、ユーティリティ、鉱業にわたる組織は、毎日の運
用・制御データのスループットが今後12か月間で16%
成長すると見込んでいます。11 マーケットインテリジ
ェンスプロバイダーであるIDCは、これらの組織のサ
イロ全体にわたる運用によって毎日生成されるデー
タを測定しており、産業分野全体のデータとその使
用の将来的な拡張をモデル化しています。運用のデ
ジタル化が拡大していることを考慮しても、2025年
にはこのデータの約30%しか十分に活用されないと
IDCは予測しています(図5)。

10. Bond, S (2019) 『End-User Survey Results: Deployment and Data Intelligence in 2019』(IDC) [オンライン]  
[2021年3月22日] 下記より入手可能：https://www.idc.com getdoc.jsp?containerId=US45652419.  

11. Skalidis, P (2020) 『IT-OT Convergence in Utilities: Are North America and Europe Any Different?』(IDC)  
[オンライン]  [2021年3月22日] 下記より入手可能： https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=EUR146878220
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出典：Gopal, C et al (2020) 『IDC FutureScape: Worldwide Data and Analytics 2021 Predictions』(IDC)  [オンライン]  [2021年3月19日]  
下記より入手可能：https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US46920420

図5: 2億5,000万ドルの産業オペレーションでのデータ
の生成と利用(2019～2025年) 
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分野としての
DataOps
産業向けDataOpsを詳細に検討する前に、銀行、小
売、医薬品など、DataOpsをいち早く導入した業界
がデータ運用化の課題にどのように対処したのかを
見てみましょう。

重厚長大産業は多くの固有の課題に直面しますが、
価値を引き出すためのデータの運用化に関する幅
広い課題は多くの分野で共有されています。この普
遍的なニーズは分野としてのDataOpsを生み出し、
さまざまな領域で勢いを増しました。

IOTの急増によって、データ、およびデータの可能性
が世界中のビジネス戦略の最前線に躍り出ました。
有意義な変化を推進するデータの可能性に向けて
世界が突き進むにつれて、DataOpsがエンタープラ
イズでのデータ運用化のリーダーとして浮上しまし
た。  

第1章のForresterによる定義を見て分かるとお
り、DataOpsの威力は以下の機能にあります。

 

「ソリューションの実現、デ
ータ製品の開発、データのア
クティブ化によって、インフラ
ストラクチャからエクスペリ
エンスに至るすべてのテクノ
ロジー階層でビジネスの価
値を実現する機能」12 
 

DataOps は、データ管理とデータ分析バリューチ
ェーンを発展させるための方法論です。自動化とア
ジャイル手法をデータのライフサイクルに適用し、
データ分析のTTV(Time to Value)、品質、予測可能
性、拡張性を向上します。

 12. Goetz, M 他 (2020) 『DataOps For The Intelligent Edge Of Business: Go Beyond Traditional Data Management And Governance』(Forrester) [オンライン]   
[2021年3月11日] 下記より入手可能： https://www.forrester.com/report/DataOps+For+The+Intelligent+Edge+Of+Business/-/E-RES162717

DataOpsのプラットフォームは、データ作業者が自
動化されたワークフローを展開して、産業データソ
ース(従来の運用機器やテクノロジーを含む)からデ
ータを抽出、取り込み、統合するのに役立ちます。  
 
DataOpsでは、データの品質、変換、強化のための
ワークベンチ、さらにはデータのコンテキスト化とモ
デル化のために産業の知識、階層、相互依存性を適
用するインテリジェントなツールを利用できます。こ
れは、人、マシン、システムが利用する特定のアプリ
ケーションサービスから入手できます。

「2023年までに、組織の60%がDataOpsプ
ログラムの実装を開始することになるでし
ょう。これにより、データおよび分析のエラ
ーが80%減少し、分析結果の信頼性および
Gen-D作業者の効率が向上します」13 

13. Gopal, C 他 (2020) 『IDC FutureScape: Worldwide Data and Analytics 2021 Predictions』(IDC) [オンライン] [2021年3月19日]  
下記より入手可能：https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US46920420
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図6: DataOpsのコンポーネントの対話でビジネス価値を継続
的にもたらす仕組み 
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第２章 - 分野としてのDataOps:データの価値を引き出す

DataOpsの直接的
な利点と間接的な
利点 
効率的なデータ管理 
DataOpsは、指定されたガバナンス境界内でデータ
を安全かつ自由に操作・使用するための自動化さ
れたデータプロビジョニング、管理ツール、分析ワ
ークスペースにより、データ作業者の生産時間を最
大化します。このアプローチによって、メタデータ管
理、非構造化データ管理、データ統合など、データ
管理のさまざまな側面に対応するAIベースの自動化
による強化が可能になり、データ作業者はユースケ
ースの開発にさらに多くの時間を費やせるようにな
ります。
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データアクセシビリティ
の向上  
多くの組織において、現在のデータの使用は、サイ
ロ全体にわたる分散、不規則な統合、1か所に集め
られたアプリケーションのアクセシビリティによって
制限されます。データソースがどこに接続されてい
る場合でも、データには、データの起源でドキュメ
ントが制限されていることによるコンテキストの不
足、構造またはタグ付けの不一致による情報の損失
が起こりがちです。 

DataOpsテクノロジーは、AIを使用して大量のデー
タを迅速に取り込み、コンテキスト化することがで
きます。また、データアクセシビリティの向上によ
り、DataOpsは組織でのビジネスクリティカルな情
報へのアクセスにパラダイムシフトをもたらします。
これにより、意思決定の質が改善され、リスクが軽
減され、データイノベーションの障壁(およびスキル)
が緩和されます。
 

ユースケースの 
迅速な開発と 
アプリケーションの 
使用可能性 
DataOpsが目的としているのは、概念実証(PoC)を
迅速かつ安価に設計できるようにし、その運用化と
スケーリングに使用するツールを提供することによ
って、データの価値実現までの時間を短縮すること
です。  

副産物としての 
エンタープライズ 
データガバナンス 
DataOpsを使用することで、企業はデータを管理す
るための基本原則を設定し、実施できます。このア
プローチの実装に成功すると、テクノロジー、プロ
セス、組織の構造に一貫性とROIがもたらされ、運
用のデータ品質、統合とアクセシビリティ、および管
理が向上します。DataOpsのプラットフォームは、追
跡、監査、マスキング、衛生のツールを使用して、デ
ータセキュリティ、プライバシー、コンプライアンス
を強化する必要もあります。
 

第２章 - 分野としてのDataOps:データの価値を引き出す

 
データ管理  

ソリューション

収集

接続

データ統合と 
データ品質

メタデータと 
マスターデータの管理

データ管理の 
新たな課題

運用および分析の
インフラストラクチャ

図7: データ管理ソリューション

Ronthal, A & Zaidi, E (2021) 『Data Management Solutions Primer for 2021』(Gartner ) [オンライン] [2021年3月22日]  
下記より入手可能：https://www.gartner.com/en/documents/3995936
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はじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

産業向けDataOpsが重厚長大企業
に潜在的な価値をもたらす

産業変革の推進力となる最有力候補
は、紛れもなくDataOpsです。

新たに生まれている包括的な分野としてのDataOpsの
定義はビジネス環境全体にわたって意味があります
が、産業においては特に重要です。すべての組織が抱
いていた従来のデータの課題が、産業分野において(
運用結果と固有のデータの複雑さの両面で)さらに重
要になるだけではありません。産業独自の固有の課題
もあります。

その差異の規模と範囲は非常に大きいため、産業に
おいてデータをうまく運用するには、一連の特定の原
則、ツール、およびテクニックが必要です。この新しい
アプローチを「産業向けDataOps」と呼んでいます。

第２章 - 分野としてのDataOps:データの価値を引き出す

産業界が変化を求めて突き進む中で、データの可能
性はすぐに失望へと変わりました。デジタルの実行
を示す取り組みにおいて、多くの企業がAIの誇大宣
伝を受け入れています。14 これによって、直ちに実証
できるデジタルPoCはもたらされていますが、真に
運用化された(さらに、あまりスケーリングされてい
ない)具体的なビジネスのOPEXの価値を得るには至
っていません。  

産業用データの洞察の価値を十分に引き出すに
は、データの運用化をビジネス戦略の核にすること
が不可欠です。

このことは、安全性、効率性、サステナビリティに
わたるミッションクリティカルなユースケースの作
成とスケーリングにつながります。データは産業の
コンテキストで利用可能な、有用かつ価値のある
ものでなければなりません。ここで、産業組織での
DataOpsの展開に関連する重要なステップ、機会、
課題について考えてみましょう。これこそが、データ
から十分な価値を引き出すための道です。

データは産業のコンテキストで利用
可能な、有用かつ価値のあるもので
なければなりません。

14. Gunnar, S. 2021 『ハイブリッドAI｜物理学と機械学習を組み合わせたAIが産業界を変革する』 [オンライン] [2021年3月19日] 
下記より入手可能： https://www.cognite.com/ja-jp/blog/physics-and-ai-hybrid-delivers-actually-working-ai-for-industry56 57



Step 1:  

産業用データを
利用可能にする 

産業でのデジタル化の価値の潜在力を活用する最
速の経路は、適切な状況において、適切な問題に対
する適切なデータを適切なタイミングで適切なユー
ザーに提供することです。とは言え、産業用データ
へのアクセスは依然として容易ではないのが現実で
す。データはさまざまなシステムに閉じ込められた
ままになっているため、データサイエンティストは何
時間もかけてデータを探し、意味があるように寄せ
集め、分析のために準備する必要があります。

データを信頼する  
産業企業は使用開始するデータを信頼できなくて
はなりません。これは単純に失敗のコストが高すぎ
るからです。  

「データを信用しない限り運
用化はできません。何かが失
敗した場合に監査能力を提
供できなければ、産業として
はおしまいです」 
Aker BP社、デジタルオペレーションマネージャー 

 
分析対象のデータの性質を考えると、産業は特に
困難な課題に直面しています。このデータは標準的
な表形式のエンタープライズデータの範囲を越えて
います。運用から収集されたデータの大部分はプロ
セスと計器のデータを中心に展開し、その意味を理
解するには特定分野の専門知識が必要です。  

産業に非常に固有であることに加え、収集された時
系列データには独特の課題が伴います。ストリーミ
ングデータを扱う人は誰でも、データの品質と整合
性がデータサイエンティストにとっての主な悩みの
種であることを理解しています。データ品質の課題
は確認が難しいので、常時監視の重要性を強調し、
継続的に実施する必要があります。

IT/OT/ET/Xデータの
コンバージェンス 
従来のデータサイロは、データから価値を引き出
すうえでの障害になっています。企業は産業向け
DataOpsを最大限に活用して、アセットとデータの
ライフサイクルをIT、OT、ET (エンジニアリング技術)
、X (その他のタイプ)のデータにわたって展開する
統合プロセスを開始できます。結果として生成され
るコンバージドデータは、組織全体で回復力のある
意思決定をサポートし、本格的なデジタルツインア
プリケーションの潜在能力を引き出します。 
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IT/OT/ET/Xデータのコンバージェンスは、ITの専門家
を設備技術者にすることでもなければ、マシンオペ
レーターをデータサイエンティストにすることでもあ
りません(ただし、後者はそれとは関係なく実際に起
こっています)。そうではなく、統一された目標とKPI
を利用して運用実績を向上させるために、以前はば
らばらだった特定分野の専門家(SME)、文化、プラッ
トフォーム、OTおよびITチームが展開したデータを
調整し、まとめる戦略を遂行することです。  

このことは実際に、IT、OT、ET、およびその他のデー
タタイプ(オーディオビジュアルデータなど)をコンテ
キストに基づいて融合する新しいデータとデジタル
プラットフォームの採用を通じて起こっています。こ
れにより、エンタープライズ内とそのパートナーエコ
システム全体の両方において、増加するデータ利用
者のオーディエンスがこのコンテキスト化されたデ
ータを便利に利用できるようになります。

テクノロジーの境界を越えた進歩により、IT/
OT/ET/Xデータのコンバージェンスがかつてな
いほど可能に

図8: IOT、従来のITデータ、OTデータ、ETデータ、およびその他
のデータタイプ(Xデータ)の関係

運用データ (OT)従来の IT データ (IT, DWH)

P&ID

イベント

時系列

非構造化文書

LiDARスキャン

3D & 写真測量

表形式の文書

作業指示

機器の階層データ

ERP

IoT
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Step 2:  

データの活用

産業データは、統合およびコンテキスト化され、産
業企業の内外のすべてのデータ利用者(人間および
マシン)による安全な利用、探索、実行が可能な場
合に、本当に役に立つものになります(運用目的に
適したものになる)。これは、センサーデータ、プロセ
ス図、3Dモデル、イベント履歴、アセットモデル、非
構造化データを含む、各種のソースおよびフォーマ
ットすべてを含むものでなければなりません。

コンテキスト化 
データのコンテキスト化では、アセットまたは設備
をさらに明確に理解するためにすべてのデータを接
続し、データソースとタイプの間に意味のある関係
を確立する必要があります。これにより、オペレー
ション全体にわたってアセットから関連するデータ
を探し、利用できるようユーザーを支援します。これ
が、産業向けDataOpsプラットフォームの核となる
べきものです。

たとえば、石油技術者は油井現場の電動水中ポン
プから伝送されるセンサーデータを理解しますが、
データサイエンティストは理解できない可能性があ
ります。コンテキスト化によって、アセット階層にあ
るポンプIDをそのセンサーデータおよび関連の作
業指示書にリンクし、アセットの3Dモデルに接続し
ます。

同様に製鋼業では、基礎となる化学物質および物
理法則のしっかりとした知識がなければ、データサ
イエンティストは予測品質および鋼グレードのモニ
タリングの複雑さを把握できない可能性がありま
す。ただし、この異常検出のケースでは、3Dモデル
や知識グラフによってさらに多くのコンテキストが
与えられる場合は、運用のコンテキストを視覚化し
てモデルおよびデータアプリケーションを開発でき
ます。

さらに複雑さを増す
状況 
大規模に展開している、サイロ化された産業組織に
は、固有の課題があります。たとえば、異なる指揮
命令系統、さまざまな分析ワークフロー、相反する
ビジネス上の利益、さまざまなインセンティブなど
があります。産業が複雑さから解放されるには、ツ
ールとテクノロジーが変化の原動力とならなければ
なりません。

さらに追い打ちをかけるように、AI/MLの台頭と、デ
ータサイエンティストを見つける困難さとが相まっ
て、データモデリング、データソースの可用性、デー
タ整合性、すぐに使用できるコンテキストメタデータ
に独自の要件が課せられています。多くの場合、こ
れらの要件は従来のBIユーザーの要件と大きく異な
ります。

産業のデジタル化プロジェクトに従事するデータエ
ンジニアは、2010年の非産業分野を連想させるやり
方で、主要なソースシステムデータへのアクセスに
取り組んでいます。たとえば産業企業は、小売業の
他社と同じ課題に直面しているだけでなく、IT/OTコ
ンバージェンスの結果として生じる課題、ならびに
関連する非従来型のITのみのデータ速度、多様性、
および量に基づく課題の上位セットも示されていま
す。 

データを利用しやすくするという課題は、産業デー
タの複雑さのためにさらに複雑化し、特別なソリュ
ーションを必要とします。ここで重要になるのがコ
ンテキスト化で、これらのビジネス課題に対処し、
産業においてスケーラブルな運用成果を提供するた
めには必須となります。実際、データからソリューシ
ョンへの移行を自動化するためには、コンテキスト
化が重要な基盤を形成します。コンテキスト化がな
ければデータは意味を失い、産業用DataOpsに利
用することはできなくなります。
 

産業向けハイブリッド
MLOpsの有効化  
産業向けDataOpsのプラットフォームでは、データ
ドリブンの統計と物理駆動型のプロセスモデリング
およびシミュレーションの組み合わせを利用できま
す。各アプローチには長所と短所がありますが、こ
の2つのハイブリッドに基づくMLモデルを使用する
と、多くの場合、最良の結果が得られます。これらの
ツールは、ハイブリッドMLモデルを開発、トレーニ
ング、管理するためのサードパーティ製のAIツールお
よびその他の必要なツールと互換性のあるワーク
フローを開発者に与えます。これによって、開発者は
ユースケース固有のデータサブセットを効率的に、そ
して希望するスケールで運用化できます。 
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図9: 関連するワークフローの課題を伴う典型的な分析のデー
タパイプライン
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第２章 - 分野としてのDataOps:データの価値を引き出す

64 65



Step 3:  

データの価値を
高める
データの価値を最大限に引き出すには、高度なモデ
ルを適用して最適な意思決定に導く洞察を生み出
し、オペレーターが自信をもって行動できるように
する必要があります。要するにこれは、価値を引き
出すためにデータを運用化して本番環境に移すとい
うことです。

高度なモデルでは、データサイエンスと物理学を組
み合わせて合成データと高度な洞察を生み出しま
す。これは、スケールのための機械学習と深層学習
で補完されます。信頼性ある予測と実行可能な洞
察をもたらすには、観察、分析、最適化が非常に重
要です。 
 
 

DataOpsの民主化 
産業向けDataOpsのプラットフォームは、ローコード
またはノーコードのアプリケーション開発ツールと
モデルのライフサイクル管理ツールによってデータ
ユーザーを支援します。これにより、DataOpsが民主
化され、より協調的な作業モデルが促進されます。
ここで、専門家ではないデータユーザーは、データ
管理タスクを実行し、指定されたガバナンス境界内
で高度な分析を独自に開発できます。データの民主
化は、プロセスの知識の保存と技術的な継続性の
維持に役立ちます。したがって新人のエンジニアは
既存のモデルをすばやく理解し、管理し、その価値
を高めることができます。

概念実証の先へ 
往々にして、デジタル運用のイニシアチブはパイロッ
トのスケーリングに時間がかかりすぎたり、費用が
掛かりすぎたりといった「PoC地獄」に陥ります。足
を引っ張っているのは、IT/OTとOT/データサイエン
スの分断に加え、コンテキスト化された品質データ
の作成とアクセスを大規模に実施できないことで
す。 
 
産業向けDataOpsのプラットフォームは、データユ
ーザーを本質的に異なる運用・制御データのソース
に接続することによって、ユースケース運用化の途
上にあるこうした分断の穴埋めをします。標準的な
産業のユースケースのMLライブラリのおかげで、開
発者はデータの収集およびモデルの開発とトレーニ
ングの時間を節約できます。データサイエンティスト
はこのライブラリを活用し、コンポーネントレベルの
データとともに使用できます。ユースケースが開発
され、工場の1つのコンポーネントの成果が満足で
きるものとなったら、アセットデータのコンテキスト
化によって工場またはフリートのレベルにスケーリ
ングできます。  
 
重厚長大産業での一般的なユースケースの例とし
て、メンテナンスワークフローの最適化、エンジニア
リングシナリオの分析、インタラクティブかつ共有
可能にするためのアセットP&ID図(配管計装図)のデ
ジタル化、アセット管理をサポートする3Dデジタル
ツインモデルなどがあります。
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はじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

産業向けDataOpsを採用するとき
の考慮事項
IT/OT/ET/Xデータの潜在力を余すところなく引き出し、従来の運用モ
デルを一変させるために、重厚長大産業の組織は産業向けDataOps
に目を向ける必要があります。産業向けDataOpsを開始するときは、
以下を考慮する必要があります。

AIとは、事実に基づく意思決定にも、その意思
決定をサポートするデータの効率的な管理に
も対応する重要なツールであると考えてくださ
い。人間による「中間点」でのデータ処理を省
略することが重要です。  

 
DataOpsの価値を十分に得るには、「データの
民主化」が非常に重要です。データ抽出能力を
最大化することで、既存のITおよびOTアーキテ
クチャでDataOpsを実現しやすくなります。これ
により、追加のシステム統合およびOTデータソ
ースへの投資の必要性が抑えられます。

IT/OT/ET/Xデータに対応する強力なデータガバ
ナンスモデルを構築します。これにより、どのよ
うに新しいデータが接続され、データアーキテ
クチャ全体に統合されるのかが決まります。こ
れは、データおよび分析ビジネスユーザー数の
増加にも対応します。

データの集中化よりもデータの整理を優先しま
す。対象となるユースケースの明確なリストを考
慮して、関連するすべてのデータソースの接続お
よびマッピングの推進を開始します。ガバナン
スモデルの一部として、新しいデータソースには
すべて、接続、タグ付け、共有、および統合計画
が必要です。 

DataOpsのプラットフォームすべてに同じ能力
が備わっているわけではありません。目標、産
業での実績、および特定分野の専門知識を調
整するには、選択基準を推進する必要がありま
す(プロバイダーの評価の完全なガイドについて
は、付録を参照)。
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ばじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

理論から実践へ

前章までで述べたとおり、産業向けDataOpsでは、
組織は順調なスタートを切るために重要な策を講
じる必要があります。第一に、データ関係者間での
強力な結束が必要です。データサイエンス部門とIT
部門はデータアクセスとリソース割り当ての範囲を
はるかに超えて協力する必要があります。これに対
し、事業部門は一般的な需要および検証のステー
ジをはるかに超えてデータプロジェクトに関わる必
要があります。 

組織の分断によって、企業は大規模なデータにアク
セスできなくなるため、アセット分析パイロットが長
期化し、運用化のコストが高くなりすぎます。こうし
た組織および運用上の溝を埋めることは、重点的
な取り組みとリーダーシップが要求される調整策で
す。

適切なツール(機能が豊富
で、直感的、スケーリングが
容易なツール)の展開によっ
て、永続的で積極的な変化
を促進することができます。
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ここからは、産業向けDataOpsの斬新なアプロ
ーチの核となる原則です。この章では、データか
ら最大限の価値を引き出す途上で指針となる必
須の概念を分かりやすくご説明します。 

この記事をお読みの方の中には、DataOpsの一般
原則(非常に優れたDataOps Cookbook16 に示され
ている原則など)の長いリスト(図10)に精通している
方もいるかもしれません。また、進歩的なテクノロ
ジーコンサルタント会社が提供するDataOpsの詳
細な評価基準(図11)もご覧になっているかもしれま
せん。

「DataOpsとは、ソリュ
ーションの実現、デー
タ製品の開発、データ
のアクティブ化によっ
て、インフラストラクチ
ャからエクスペリエン
スに至るすべてのテク
ノロジー階層でビジネ
スの価値を実現する機
能です」  
Forrester15

15. Goetz, M et al (2020) 『DataOps For The Intelligent Edge Of Business: Go Beyond Traditional Data Management And 
Governance』(Forrester) [オンライン] [2021年3月11日] 下記より入手可能： https://www.forrester.com/report/DataOps+For+The+ 
Intelligent+Edge+Of+Business/-/E-RES162717  
16. Bergh, C. 『The DataOps Cookbook』 [オンライン] (第２版) オンライン版(DataKitchen) [2021年3月23日] 下記より入手可能：  
https://datakitchen.io/the-dataops-cookbook/

図10: DataOps Cookbookから引用した
DataOpsの一般原則
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図11: DataOpsの一般的な評価基準の例
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DataOps関連の一般的な資料のほとんどが有用な
背景情報を提供しているのに対し、本書は重厚長
大産業の組織がデータを運用化して価値を引き出
せるよう支援するために、具体的かつ実践的な指針
を提供することを目的としています。 

弊社が注力しているのは産業向けDataOpsであ
るため、ここでは、まさに産業オペレーションに
注力しているデジタル化のリーダーの観点から
原則を説明します。

産業向けDataOpsの
7つの原則

1. PoCを実施しない
 
CFOにとって、PoCは価値がありません。開始するデ
ジタル化のユースケースはすべて、コードの記述を開
始する前に、本番環境で大規模にライブ実行される
よう設計しておく必要があります。.

2. データ製品で考え、データドメ
インで実行する

 
大規模に、そして重要な運用の場合に、データを運
用上有用なものにするには、そのデータを製品化す
る必要があります。データを製品化するには、いきな
り企業規模のマスターデータ環境を相手にするので
はなく、最初は最も価値のある運用・制御データのド
メインに注力します。

3. データが人間の言葉を話す必
要がある

 
データから価値を生み出せるかどうかは、より多くの
データを収集することではなく、データコンテキスト、
そして業務運用におけるデータ利用者の解釈可能性
によって決まります。

4. ビジネス技術者がデータヒーロー
 
データ顧客ターゲットのペルソナを持つデータプロ
ダクトマネージャーはビジネス技術者であり、データ
エンジニアではありません。

5. 指標としての自律型産業
 
産業向けDataOpsの目指すところは自律型産業で
あり、ユニバーサルデータの可用性でもなければ、
さらに優れたデータエンジニアリングでもありませ
ん。

6. 古いテクノロジースタックが機
能しない

 
エグゼクティブサポート、変革の思考様式、従業員
のスキル向上すべてが必要です。ただし、適切な新
しいツールがなければ、効果は発揮されません。

7. 品質が命
 
スピードは重要です。しかし、脆弱なソリューション
を実行した結果、生産に失敗するようであれば、単
純に産業では使いものになりません。
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Introduction: The Time for Industrial DataOps is Now

1:  

PoCを実施しない
CFOにとって、PoCは価値がありません。開始するデジタル化のユースケース
はすべて、コードの記述を開始する前に、本番環境で大規模にライブ実行さ
れるよう設計しておく必要があります。

産業向けDataOpsのベストプラクティスに根ざした
体系的なプラットフォームアプローチに従い、デジタ
ル化のユースケースを実施します。これにより、企業
はPoC地獄のサイクルから脱却し、本番環境に大規
模にもたらされるユースケースのイノベーションに注
力できます。

非常に多い デジタル化に積極的で必要性がある

図12: 価値獲得の実際
裏付けとなるテクノロジートレンドが豊富にあるにもかかわらず、データのアクティブ化はPoC地獄にはまり込ん
だまま。

ほとんど 少なくとも数件の AI POC (proofs-of-concept) を実行している

多い POC は成功したと考えている

少ない POC が本番環境に導入されたことがある

非常に少ない POC が（規模の実証によって）実質的な ROI を提供している

PoC地獄は、ほとんどの人が経験したことがありま
す。人によっては今まさにその状態にあります。その
理由は容易に理解できます。近年、産業企業の利害
関係者全員(特に公開市場、同業他社、業界誌)にデ
ジタル化のユースケースを示すという、善意からの(
ただし、場合によっては強迫的な)ボトムアップ型兼
トップダウン型の取り組みが見られます。

 
短期間でのデジタル化の
成功という錯覚が、正真
正銘の本番環境での成功
を妨げているのです。

 
 
残念ながら多くの場合、本当に重要な価値である本番
環境での運用デジタル化ソリューションが提供される
代わりに、分かりやすいデジタル化の紹介が優先され
るという結果になっています。短期間でのデジタル化
の成功という錯覚が、正真正銘の本番環境での成功
を妨げているのです。 
 
この状況で留意すべきことは、PoC自体が悪いもの
ではないということです。運用のスケーリングの前
にユースケースを検証することは、理に適っていま
す。運用のスケーリングが全体的なデジタル化の枠
組み、テクノロジーアーキテクチャ、および実行され
るプロセスに組み込まれていない場合に、課題(お
よびその結果として起こる実際の価値獲得の失敗)
が生じます。つまり、PoCを終える前に、実行アーキ
テクチャで、理論上のROIの可能性だけでなく、運用
上の本番環境のスケーリングを考慮する必要があ
るのです。
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クラウドデータストレージの進歩と柔軟性のある処
理によって、我々は、企業内および企業周辺のすべ
てのデータ利用者が常に安全なデータにアクセスで
きる初期の時代へと押し出されています。

それでもやはり、同様の大きな変化に対するニーズ
が依然として急激に高まっているのが、対象のデー
タドメインに関するビジネスの専門知識を踏まえ

た、データエンジニアリングとデータ管理の部分で
す。

データ可用性から、このようなサービスとしてのデ
ータ製品(図13)に移行してこそ、データスワンプを実
際のビジネス価値を生み出す運用・制御データアー
キテクチャへと変換できるようになります。

2:  

データ製品で 
考え、 
データドメインで
実行する
大規模に、そして重要な運用の場合に、データを運用上有用なものに
するには、そのデータを製品化する必要があります。データを製品化
するには、いきなり企業規模のマスターデータ環境を相手にするので
はなく、最初は最も価値のある運用・制御データのドメインに注力し
ます。

第３章 - 産業向けDataOpsの原則

データチーム
エンジニア
アナリスト
サイエンティスト

企業＆
エコシステム
プロダクトチーム
運用チーム
パートナー

ビジネス運用チームの例

図13: サービスとしてのデータ製品のモデル

エンタープライズ
データ

設備パフォー
マンス
保守記録
財務実績
その他

パートナー & 
外部データ

天候
資本提供者
サービスプ
ロバイダー
サードパー
ティ
その他

保守チーム

仕様外の性能を持つ機器の優先順
位リスト（例：移動時間の遅さ）

近い将来、仕様を下回る性能になる
機器のリスト（例：ファウリング）

故障率が高い機器の種類別機器
リスト

上層プロダクションチーム

生産安定性解析（液体サージ量と圧
力振動）

性能劣化に基づく設備能力推定

流動健全性評価チーム

現在のハイドレート抑制状況

現在遮断されているフローラインの
ノータッチタイム

パイプラインの液体蓄積状況

地下チーム

最も不調な10本の坑井

最近破水があった坑井

停止/介入を予定している坑井のリスト
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産業向けDataOpsの実装を成功させるには、従来
の一元化されたデータアーキテクチャからドメイン
データアーキテクチャ(データメッシュ)に移行するこ
とが不可欠です。

これにより、一元化されたモノリシックなデータレ
イクおよびデータウェアハウスに関連する課題の多
くが解決されます。目標は、データの行と列を提供
することではなく、ドメインベースのサービスとして
のデータです。

ドメインデータのアーキテク
チャが機能するために、デー
タ製品の所有者チームは、デ
ータが発見可能で、信頼で
き、自己記述型であり、相互
運用可能であることを確認す
る必要があります。また、安
全で、グローバルなアクセス
制御によって管理されていな
ければなりません。つまり、デ
ータ製品をデータとしてでは
なく、サービスとして管理す
る必要があります。

サービスとしてのデータ製品の提供にうまく移行し
たいと考えている組織は、データ製品の所有権の変
化を受け入れる必要があります。必要な移行とは、
一元化されたデータチーム(デジタルまたはデータ
のセンターオブエクセレンス(CoE)など)から協力的
な組織への移行です。この組織では、主要なビジネ
スツールでデータを生み出している各事業部門が

各データドメインを共同で所有します。結局のとこ
ろ、コンテキストにおけるデータを最もよく理解し
ているのは業務運用チームです。したがって、業務
運用チームは、他のデータ利用者にサービスとして
のデータ製品を伝え、提供する、最適な立場にあり
ます。

データ製品とは何か、そしてサービスとしてのデータ製品のモデル
を定義づけるものとは

データ製品はチームスポーツ: データチーム
はデータを使用して特定の問題に取り組む
ために、業務運用チームと連携します。

データ製品には、所有者、サポート、サービ
ス品質保証(SLA)、および明確な定義があ
ります。

データ製品には、データエンジニアだけで
なく、データドメインのチーム全体に基づい
たSLAがあります。

サービスとしてのデータ製品の流れは双方
向であり、データドメインのチームから会
社、会社からデータドメインのチームへと
流れます。

特定分野の専門知識がデータ製品自体に
直接統合されます。

データ製品チームのメンバーは、データ製
品について他者よりも多くのビジネス機能
の経験を持っており、行および列とは別の
洞察を提供する責任があります。

サービスとしてのデータ製品によって、価値
を重視するサービス指向のビジネスパート
ナーシップと、信頼性とデータ品質を重視
する製品指向のSLAとが融合します。

1. 3.

4.

5.

6.

7.

2.
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データ量、速度、多様性、価値創造への期待の急
激な増加に直面し、企業は大小を問わず、さらに良
いデータ利用者となる(あるいはもっとデータに詳
しくなる)ために従業員のスキル向上を急いでいま
す。Gartnerはデータリテラシーを公式には「置かれ
た環境や状況の中で、データを読み、書き、伝える
能力」17 と定義し、もっと砕けた場面では「データを
話せますか」と表現しています。データリテラシーに
は、データソースおよびデータ構造の理解、データに
適用される分析方法および手法、ユースケースの適
用とその結果として生成される価値を説明できる能
力が含まれます。

産業においては、生産とメンテナンスのデータ利用
者(産業用AI革命の最前線にいるデータ利用者)の大
半が、ドメインおよびドメインデータに関する詳細な
専門知識を持つ特定分野の専門家（SME）です。た
だし、この専門家はデータエンジニア、データベース
スペシャリスト、ソリューションアーキテクトではあり
ませんし、無理にそうなる必要もありません。 

データリテラシーを大規模に、そして全データドメ
インにもたらすには、我々のデータ管理インフラス
トラクチャが難局に対処し、新しいデータ利用者の
高まる需要に対応する必要があります。産業向け
DataOpsの核心にあるのは、この事実に対する承認
です。

いままでは： 
「あなたはデータを話せますか？」 

これからは： 
「あなたのデータは人間と話せますか？」

この根本的な真理の認識が深まっています。調査に
よると、ITおよび運用を担当する産業界のリーダー
の79%が、データは特定分野の専門家（SME）のサポ
ートがなくてもデータ利用者が理解できるほど、分か
りやすいものでなければならないという点で意見が
一致しています。18 つまり、データが人間の言葉を話
す必要があるのであって、その逆ではありません。

3:  

データが人間の
言葉を話す必要
がある
データから価値を生み出せるかどうかは、より多くのデータを収集
することではなく、データコンテキスト、そして業務運用におけるデ
ータ利用者の解釈可能性によって決まります。

「データに価値があるのは、事業
部門がそれを信頼し、使用するか
らです。
成功要因と、これらの期待を満た
す能力の測定方法を定義するた
めに、CDOおよびデータスチュワ
ードには事業部門と連携する責任
があります」19

“

19. Goetz, M et al (2021) 『Break Through Data Governance Fatigue: A Framework For Effectiveness And Sustainability』 Forrester17. Gartner 『Gartner Glossary』(Gartner) [オンライン] [2021年3月29日] 下記より入手可能： https://www.gartner.com/en/information-technology/
glossary/data-literacy  
18. CogniteスポンサーによるForrester社のレポート(2020)『DXの現状・課題と変革を進める方策』 [オンライン] [2021年3月29日] 下記より入手可能： 
https://content.cognite.com/ja-jp/lp-contextualized-data-and-digital-twin-usher-industrial-firms-to-digitization-value
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データ利用者

データエンジニア

データサイエンティスト

データアーキテクト

アプリケーション開発者

ビジネスアナリスト

データアナリスト

システムエンジニア

データラングリング

機械学習
アーキテクト

図14: 組織全体でのデータアクセシビリティの重要性

データは、特定分野の専門家(SME)のサポートを必要とせずに利用できるように、データ利
用者に分かりやすいものである必要がある。

このレベルの真のデータリテラシーを実現するに
は、データ製品で考え、データドメインで実行する
ことが極めて重要です(前述の原則2を参照)。

AIで強化されるアクティブなメタデータキュレーシ
ョンを全面的に利用することも同じく重要です。
神経言語プログラミング(NLP)、光学式文字認識
(OCR)、コンピュータービジョン、訓練されたオント
ロジー、グラフデータモデルを活用することで、IT/
OT/ET/Xデータの自動的なコンテキスト化がますま
す促進され、人間による直感的な、またはプログラ
ムによるデータの発見と使用が可能になります。

産業がメタデータへの投資か
ら獲得するリターンは、デー
タ自体への投資よりも10倍高
くなります。

メタデータは「他のすべてのデータポイントの使い
やすさ、分かりやすさ、実用性、機能性の強化に使
用されるデータ」と定義できます。20

同意する 完全に同意する

41% 79%38%

43% 79%36%

20. Gartner (2021). The State of Metadata Management: Data Management Solutions Must Become 
Augmented Metadata Platforms. [2021年3月26日]

出典：CogniteスポンサーによるForrester社のレポート(2020)『DXの現状・課題と変革を進める方策』 [オンライン] [2021年3月29日] 下記より
入手可能： https://content.cognite.com/ja-jp/lp-contextualized-data-and-digital-twin-usher-industrial-firms-to-digitization-value
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ドメイン専門家やその他のデータ利用者が高度なデータと分析を自分自身で活用できる
ようになったとき、企業はデジタル的に成熟したと言える。
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データ顧客ターゲットのペルソナを持つデータプロ
ダクトマネージャーはビジネス技術者であり、データ
エンジニアではありません。真のデジタル化が起こ
るのはデジタルCoEの外であり、ビジネスとテクノロ
ジーの新しいタイプのハイブリッド(ビジネス技術者
と呼ばれます)のアクションによる、中核的な業務運
用の中で起こります。

これらの業務分野の担当者はすでに、セルフサービ
スの発見と複数ソースのデータオーケストレーショ
ンをサポートする産業向けDataOpsの機能が欠如し
ていることに、しびれを切らしつつあります。

このような機能によって、優れた意思決定を行い、
競争力を高めることができます。同時に、産業向け
アプリケーションの開発者はAPIを使用して現代の
クラウド-エッジ間のマイクロサービスアプリケーシ
ョンを構築するために、信頼性ある、一貫したリア
ルタイムのデータを切望していますが、これらのデ
ータは業務運用内に存在することがあまりにも多く
なっています。

ビジネス技術者などの新しい
データ利用者ロールの数が増
えるにつれて、企業のIT部門
では直感的なサービスとして
のデータ製品に対する、さら
に高速で自律的なアクセスを
実現する必要性が高まってい
ます。

事業ドメインへのセルフサービスの権限付与は、当
然ながらITのビジネスにとって朗報であり、ドメイン
データ製品のコラボレーターに魅力的な新規採用
ルートをもたらします(前述の原則2を参照)。

4:  

ビジネス 
技術者が
データヒーロー

図15: ビジネス技術者が物事を実行する理由

組織の IT 部門が
需要に追いついて

いない

IT 部門の課題は…十分
な速度で機能を提供で
きないことでした。…

適切な機能を提供でき
ていなかったのです。

会社から情報技術の構
築を奨励されました。

私は技術スキルを磨き
たかったのです。

個人のパフォーマンス
目標の半数以上が、デ
ータやテクノロジーソリ
ューションの変更また
は構築にあります。

従業員はテクノロジーに
大きな期待を抱いている

ビジネステクノロジストと
いう役割が正式に

認められている

当然ながら、産業向けDataOpsプラットフォームだ
けでは十分な答えになりません。ビジネス技術者
が産業データ利用者の次のセグメントへの道を開
いている場合でも同様です。エンタープライズデー
タダッシュボードとローコードアプリケーション開
発の機能で補完する必要があります。幸い、現在
はどちらも産業全体ではるかに容易に入手できる
ようになっています。

最後に、IT部門と事業部門全体で信頼と協力関係
を構築するには、運用の専門家を「シチズンデー
タサイエンティスト」と呼んではなりません。彼らは
特定分野の専門家（SME）です。また、ドメインデ
ータ製品の配布およびビジ（SME）ネス技術者の
擁護のための最良のビジネスパートナーである可
能性もあります。「シチズン」ではありません。

76% 73% 54%
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産業向けDataOpsの目指すところは自律型産業であり、ユニバーサルデータ
の可用性でもなければ、さらに優れたデータエンジニアリングでもありませ
ん。

産業向けDataOpsは適時で現在価値があるだけで
はありません。将来の基盤となるデータインフラス
トラクチャなのです。

その理由は、提供されるデータドリブンの運用機能
が、自律型産業の目標であるインダストリー4.0の約
束の達成にも同様に必要だからです。

これが常に、指針となる目
標、つまり真の指標になり
ます。 

5:  

指標としての
自律型産業
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図16: 産業向けDataOpsでインダストリー4.0を機能させる

データフローの
管理・運用・拡張

ローコード
アプリケーション

開発

データサイエンス／
機械学習／

物理シミュレーション

デジタルツイン
ソリューション

産業データ管理

データから洞察へ
既存のデータを視覚化し、コンテキスト
の中で正しく理解できるようにします。
ユーザーはグラフ、ダッシュボードを利
用して情報を解釈し、利用可能なデー
タに基づいて適切な意思決定ができま
す。

洞察から実行可能なアドバイスへ
既存のデータの価値を高め、実行可能
なアドバイスが付属する推奨モデルを
作成します。
既知の式のシンプルな実装から、異常
検出および機械学習まで。 人間が出力
を評価し、推奨事項に基づいて条件を
満たした意思決定を行います。

アドバイスからワークフローへ
アドバイスは、定義されたプロセスを介
して適切なペルソナに届けられます。
差し迫った問題および続行する方法に
関するアドバイスが、ユーザーに表示さ
れます。ペルソナベースのコンテンツは
仮想アシスタントを介して伝えられ、ス
テータスと実行可能な次のステップを
提供します。

ワークフローの自動化
選択したシステムとモデルを直接統合
して、自動のアクションをトリガーしま
す。
人間による介入のないクローズドループ
の統合を有効にします。

1. 3.

4.

2.

産業向けDataOpsは、単なるレポートデータからデータドリブンの運用までのキ
ャズムを乗り越える鍵となります。

図16は、産業向けDataOpsの機能が自律型産業に
向けた産業変革の行程にどのようにつながっている
のかを示しています。 

 
産業向けDataOpsの強固な基盤
がなければ、データ、データモデ
ル、およびデータドリブンの推奨
事項の信頼性は低いままであり、
第1または第2レベルのデータドリ
ブンの運用改善を超えて進歩する
ことができなくなります。

Iクローズドループのインテリジェントな生産システ
ムを指標として用いた完全自律の意思決定の場合
は、すでにかなり進行した状況で我々に道を切り
拓いていますが、ほとんど同じ核となるテクノロジ
ー機能が必要です。
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6:  

古いテクノロジー
スタックが
機能しない

企業環境全体に影響がありますが、AIやクラウドコ
ンピューティング、安価なデータ収集などのテクノロ
ジーの破壊的な潜在力は、現在多くの産業分野に
非常に大きな影響を与えています。これらのテクノ
ロジーは伝統的に、厳しい規制、新たな競合の脅威
が低いこと、および極端な資本集約度による破壊
の影響から切り離されていました。今後はそうでは
なくなります。

電力・ユーティリティはおそらく最大の破壊を経験
している分野です。組織は、ESGおよび活動家の資
本配分、社会でのサステナビリティの圧力、再生可
能エネルギー、分散型エネルギー資源(DER)、電気
プロシューマーの増加といった破滅的な事態に直面

します。さらに悪いことに、電力・ユーティリティ分
野は非常に時代遅れのソフトウェアテクノロジーア
ーキテクチャに大きく依存しています。このアーキテ
クチャは、主として静的環境でのクローズドな現場
レベルの制御用に設計されたものです。

調整するだけでなく、目標を達成するために、エネ
ルギー企業は次世代のデータおよび分析のアーキ
テクチャを積極的に再検討しています。絶え間ない
変化、コラボレーション、リアルタイムのデータ、お
よびイノベーションによって定義されるように設定
されたアーキテクチャです。 

このような重大なビジネス環境とテクノロジーの変
化にもかかわらず、新しいソフトウェアテクノロジー
が果たすべき役割が軽視され、次のような一般的な
経営陣のフレーズが使用される傾向にあります。

「テクノロジーは容易に入手できますが、課題が残
るのは変更管理と人々の組織です」

「テクノロジー面への対処を開始する前に、文化的
変化の影響に対する徹底した評価と計画が必要で
す」

文化的変化および思考様式がテクノロジーよりも
優先されるべきという考えは単純に当てはまりませ
ん。我々の産業を混乱に陥れている変革のイネーブ
ラーはすべて著しくテクノロジー主導であるため、テ
クノロジーから開始する(または、最低でも同時に対
処する)必要があります。エグゼクティブサポート、変
革の思考様式、従業員のスキル向上すべてが必要で
す。ただし、適切な新しいツールがなければ、効果
は発揮されません。

実行するためのツール(変革の具体的な原動力)なし
でプロセスまたは行動を変えることは、単純にあま
りにも抽象的で、特にエンジニアリングの思考様式
から乖離しています。実際、テクノロジーの破壊はテ
クノロジーから開始します。

では、産業向けDataOpsに力を与える適切なテクノ
ロジースタックをどうやって見つければ良いのでし
ょうか。ドメインデータの利用者向けのデジタルプ
ラットフォームで提供されるべき主要機能を図15に
まとめます。

産業向けDataOpsソフトウェアの正式な評価と選定
に役立つ質問を付録(産業向けDataOps RFPガイド
ライン)に一覧でまとめてあります。

この付録は、ユースケースおよび過去の成功事例か
ら、ソリューションアーキテクチャ、セキュリティ、ソ
フトウェアのメンテナンスに至るまで、考慮事項全
般を詳細に網羅しています。提案依頼書(RFP)およ
び類似の調達プロセスをサポートする完全なガイド
およびツールキットとしてご利用ください。ここで
は、5つの重要な質問を抜き出して解説します。

エグゼクティブサポート、変革の思考様式、従業員のスキル向上すべてが必要
です。ただし、適切な新しいツールがなければ、効果は発揮されません。

第３章 - 産業向けDataOpsの原則

94 95



産業向けDataOpsのソフトウェアを
購入する前に産業企業が質問すべ
き5つの質問

IT組織と運用組織両方の内部ニーズを調
整していますか。

産業向けソフトウェアでは、ITと運用の領
域の分かれ道にホームがあります。ソフト
ウェアを購入すると、両方に影響がありま
す。つまり、双方のニーズと要件を明らか
にすることが不可欠であり、ソフトウェア
調達プロセスの間中、双方に対して常に
情報を提供し、関与させ、調整する必要が
あります。

規模を拡大して、将来的にも使えますか。

現在抱えている特定の問題を解決するた
めにソフトウェアを購入しようとしている
のかもしれませんが、重要なのはもっと大
きなことを考えることです。ガスタービン
の予測分析であれ、現場の特定の油井に
対する生産の最適化であれ、単一のユース
ケースを解決するソフトウェアは、修正が
容易です。

しかし、複数のタービンや、複数の現場で
の数百という油井を含めるようスケーリン
グするソフトウェアは、完全に別物です。
購買プロセスにおいては、新たに出現しつ
つあるニーズ、さらには1、2年先のことま
で見据え、このソフトウェアが自社の要件
を満たすものであるのかをよく考えること
が重要です。

デモを見ることはできますか。

ソフトウェアの場合、まさに「百聞は一見
にしかず」です。PowerPointのスライドと
才能ある営業部員によって、非常に多くの
ことが分かります。デモを見れば、この種
の現実の証拠をリクエストするのは出過ぎ
たことではなく、テクノロジーの利点を体
験してみるために必要だということが分か
ります。

目的にかなっていますか。

厳しい現実ですが、現在入手可能なソフト
ウェアでニーズを完全に満たせるものはあ
りません。すぐに使えるソフトウェア製品
で満たせるニーズは約80%です。

これではすべての要件がカバーされない
可能性がありますが、忘れてならないの
は、適切なソフトウェアパートナーを持つ
ことで、5つの要件のうち4つが6か月以内
に満たされるということです。

これは「完全な」解決策(おそらく存在しま
せん)を求めて待つより、あるいは、いつま
でもメンテナンスが必要となる社内での
完全オーダーメードの何かを構築するより
も、断然良い選択肢です。これには、要領
よく適応する力と、ソフトウェアに関して「

十分に良い」を目指す意欲が必要です。時
間の経過とともに、また想定よりもおそら
く早く、「十分に良い」から「形成を一変さ
せる」へと進展します。

どのように価格設定しますか。

ソフトウェアの価格設定はポンプと同じで
はありません。まったく異なるアプローチが
必要です。ソフトウェアは製品であり、そのよ
うなものとして価格設定されます。経験のレ
ベルに基づいて時間で請求されるのではあ
りません。

製品の価格を把握した後は、将来のニーズ
が確実に生じるはずなので、スケーラビリ
ティについて尋ねます。組織の残り全体に
わたってソリューションを拡大する準備が
できたら、後段階での摩擦をなくす価格モ
デルについてベンダーと話し合います。

必須の質問および条件の完全なリストに
ついては、付録(産業向けDataOps RFPガ
イドライン:評価に役立つ質問)を参照して
ください。

1. 3.

2.
4.

5.
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図17: 産業向けDataOpsの概要
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コード、モデル、データ、パイプラインの
バージョン管理 データの完全性とユースケース固

有の品質要件の確保

データの依存関係を追跡する機能 モデルパイプラインの一部と
して物理シミュレーションを
使用する可能性

開発環境のサポート 産業機器およびプロセスの
データモデルとテンプレート

アクセス制御と共有 データタイプのサポート

バージョン管理 パイプラインオーケストレーション

データ系統 オブザーバビリティ
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2014年、Facebookでさえも開発者向けのモットーを
「Move Fast and Break Things (すばやく動いて破壊
せよ)」から「Move Fast With Stable Infra (安定した
インフラですばやく動け)」に変えました。Facebook
は、急ぎすぎるあまり、どこへ向かっているのかはっ
きりと分からなくなることを危惧したのです。Mark 
Zuckerberg氏は「我々が時間をかけて悟ったのは、
他者よりもすばやい行動が役に立たないということで
す。なぜなら、バグの修正のためにスピードダウンしな
ければならないので、スピードが改善されなかったの
です」と語っています。21

こうした慎重さは、デジタルテクノロジーの巨大企業
の世界では斬新なものだったかもしれませんが、産
業界においては十分に確立された必須事項です。重
厚長大産業全体において、あらゆる重要な要因が意
味しているのは「早い段階で失敗する」というモット
ーが適切なことはめったにないということです。

これらの要因には、世間への深刻な影響と長期化す
るイメージ悪化をもたらす目につきやすい失敗およ
びサービス停止のリスク、機械類および装置のコスト、
従業員の健康と安全、環境への潜在的な影響などが
あります。 

「データを信用しない限り運
用化はできません。何かが失
敗した場合に監査能力を提
供できなければ、産業として
はおしまいです」 
Aker BP社、デジタルオペレーションマネージャー

ソフトウェア開発とデータエンジニアリングの時代の
ほぼ全期間(産業組織がサービスを受けている期間と
比較して短い方)にわたって、スピードと品質は対立す
る概念でした。これが特に当てはまるのは、リアルタイ
ム環境で複雑なデータ依存関係を扱うときです。バッ
チおよびストリーミングデータのソース全体にわたって
信頼できる/安全/観察可能なデータパイプライン、お
よび開発中のユースケースに適合する実用的データ品
質は、長い間熱望されてきましたが実現できていませ
ん。いずれにせよ、スピードが著しく犠牲になります。

産業向けDataOpsを使用する組織は、品質とスピード
を両立するために、ソリューションのコンテキストを最
もよく理解している開発チームに、リスクとデータ品質
の直接的な責任を移します。このアプローチによって、
遅く、融通の利かない、高価で一元化されたマスター
データ管理の代わりに、アンビエントなデータガバナ
ンスが有効になります。

7:  

品質が命
スピードは重要です。しかし、脆弱なソリューションを実行した結果、生産
に失敗するようであれば、単純に産業では使いものになりません。

21. Murphy, S. 2014 『Facebook Changes Its ‘Move Fast and Break Things’ Motto』(30 Apr. Mashable) [オンライン] [2021年3月29日]  
下記より入手可能： https://mashable.com/2014/04/30/facebooks-new-mantra-move-fast-with-stability
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Introduction: The Time for Industrial DataOps is Now

図18: ツールを利用した変更

データ 開発者

スチュワード

迅速な開発

品質、安全性、セキュリティは維持

リスクとデータ品質に対する直接の責任を開発者に移管

スチュワードが解決策を監督し、問題を遡って軽減できる
ようにする

「IoTソリューションの多様かつ
分散型の性質は、ガバナンスに
対する従来の画一的で制御指
向のアプローチだけでは不十分
であることを意味しています。各
組織には、さまざまなタイプのデ
ータおよび分析に対応するさま
ざまなスタイルのガバナンスを
適用する能力が必要です」22

“

産業向けDataOpsを使用する組織は、データ品質ス
ペシャリストではなくビジネス技術者で構成される
開発者チームにとって、ユースケース関連のデータ品
質制御が容易になるようにする必要があります。

つまり、産業向けDataOpsのツールの中でも、事前
に構築され、自然なアプリケーションデータテンプ
レート定義フェーズに直接適用しやすい、最も一般
的なデータ品質モデルを提供するツールを探すこと
です。.

22. Friedman, T & Judah, S (2020) 『Successful Internet of Things Initiatives Require Adaptive Data and Analytics Governance』(Gartner) [オンライン]  
[2021年3月29日] 下記より入手可能： https://www.gartner.com/en/documents/3986220/successful-internet-of-things-initiatives-require-adapti 
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ばじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

産業向け
DataOpsの機会

最初に、機会がどこにあるのかを簡単にご説明しま
す。産業の核となる推進要因は生産です。つまり、石
油・ガスの採取と処理、発電と送電、商品の製造な
どが考えられます。スループットの最適化は、生産
量と生産品質(生産物が原材料ではないとき)の両方
の観点から非常に重要です。スループットの最適化
にはアセットと装置が必須であるため、必然的に、
これらのアセットのメンテナンスがスループット向上
とコスト削減の重要な手段の1つとなります。したが
って、メンテナンスプログラムの主要な目標は、アセ
ットライフサイクルの観点での稼働時間の最大化と
コストの最小化です。生産の最適化とメンテナンス
はどちらも、産業向けDataOpsのアプローチを用い
てデータドリブンの改善を行うのに適した主要な領
域です。

現場作業員の効率的な管理は、産業向けDataOps
を用いた改善の機会のもう1つの主要な領域です。
多くの場合、現場の実務者は装置のメンテナンスと
アセットのメンテナンスを区別しており、ここでは、
別々の専門家が適切な優先順位付けとリスクアセス
メントを保証し、この2つの計画の立案を行ってい
ます。

目標は変わらず、最小の生涯コストで生産への悪影
響を最小限に抑えることです。このプロセスを最も
端的に表しているのは、装置のオイル交換か、手すり
の防食処理かに関係なく、何らかのタスクが現場の
担当者によって実行されるということです。
 
生産の最適化、メンテナンス、現場作業員の効率と
同様に、サプライチェーンも産業向けDataOpsが変
革をもたらす領域に含まれます。弊社は、(特定の産
業における)投資計画の立案と実行に加え、地下の
石油・ガスに対する探査、掘削および坑井建設、貯
留層の領域を追加できます。

産業向けDataOpsが約束するのは、データドリブン
による改善を展開するペースの向上です。これには、
全アセットにわたる個々の改善のスケーリングが含
まれます(対象のアセットが装置を表しているか、よ
り大規模な設備を表しているかは関係ありません)。
それでは、データ対応のユースケースと、そのユース
ケースのサポートに必要なデータオペレーションに
ついて、実際の例を詳しく見ていきましょう。

ここまでは産業向けDataOpsの理論と基本原則を
見てきました。続いては、組織がインダストリアルバ
リューチェーンにおいて具体的な改善を達成するた
めに、このような理論と原則を現実世界でどのよう
に実行に移しているのかを見ていきましょう。この
章では、石油・ガス、電力・ユーティリティ、製造とい
った現場での事例をご紹介します。

望ましい成果をもたらすために必要な機械とサプ
ライチェーンが複雑であるため、一般的なインダス
トリアルバリューチェーンは「システムオブシステム
ズ」と呼ばれる問題のカテゴリーに分類されます。
このカテゴリーでは、全体的な課題が、個々のプロ
セスおよびタスクの複雑さと、それらの相互依存性
の両方による影響を受けます。

こうした課題をうまく克服するには、非常にニッチ
なソフトウェア(個々の石油・ガスポンプの制御シス
テムなど)と企業全体のプロセスを調整・管理する
ハイレベルなソフトウェア(エンタープライズアセッ
トマネジメントシステムなど)の組み合わせが必要
です。 
さまざまなアプリケーションに対してデータドリブ
ンの改善の開発、スケーリング、管理を確実に行う
には、効果的な産業向けDataOpsが絶対に必要で
す。

 

さまざまなアプリケーション
に対してデータドリブンの改
善の開発、スケーリング、管
理を確実に行うには、効果
的な産業向けDataOpsが絶
対に必要です。

 
 
一例として、個々のポンプに最適なメンテナンスを
予測するモデルの開発があります。ここでは、サプラ
イチェーン、リソース、リスクの相互依存性を考慮し、
ポンプの出力によって、エンタープライズアセットマ
ネジメントシステム(EAM)内で関連するタスクの自
動作成がトリガーされます。産業にはこうした潜在
的な改善点がたくさんあり、関連するコンテキスト
化されたデータをリアルタイムのオペレーションと
リンクさせることで改善できます。

テクノロジー、データ、自動化プロセスのこのような
融合を全体として捉えることが、インダストリー4.0(
第4次産業革命)のコンセプトの中心です。こうした
改善を大規模に処理するために必要なインフラス
トラクチャの中心にあるのが、産業向けDataOpsで
す。
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2. Cognite. c2020. How Aarbakke and Cognite Are Extending the Lifetime of CNC Machines. [Online]. [17 Mar 2021]. Available from: https://www.cognite.com/
customers/dataops-manufacturing-cnc-machine-optimization

重要なアセット
の長寿命化と
サービス時間の
削減

サービス
コストを
最大30%削減

“
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Aarbakke社は多くの製造業と同様に、重要であり
ながら低性能の装置(特に、コンピューター数値制
御(CNC)マシン)によって引き起こされるパフォーマ
ンスの課題に直面していました。24 石油・ガス産業
のサプライヤーであるAarbakke社は、短納期に加
え、厳格な品質要件を満たす必要がありました。 

以前は、サービスマネージャーが重大な問題を把握
するには、メールまたはメモによるオペレーターの
記録に頼っていました。このとき、サービスマネージ
ャーは各マシンの場所まで物理的に移動し、アラー
ムが発生していないかローカルログを手動で確認
していました。この従来の作業プロセスでは応答時
間に制限があり、その結果としてスループットが低下
し、低品質イベントが発生していました。

Aarbakke社は、重要な装置を理解し、アクティブな
マシンアラーム、履歴アラーム、ほぼリアルタイムの
センサーデータに対応する現場全体の可視性を提
供するために、新しい作業慣行が必要でした。この
企業のチームは、産業向けDataOpsを使用して可視
性を高めることで、適切な作業の優先順位付け、効
率的な作業プロセスの採用、低品質イベントの繰り
返しを防止するための知識の獲得が可能であること
を知りました。

課題
Aarbakke社の選択した産業向けDataOpsソリュー
ションは、メーカーのソースシステムからのデータを
統合するために使用されました。これにより、すべて
のユーザーがアクセス可能な統合データモデル内に
すべてのデータがコンテキスト化されました。デー
タソースには、プロセス(時系列)データとイベントデ
ータ(装置アラームとメンテナンスアクティビティ)の
両方が含まれています。

必要なデータすべてを実装した統合データモデル
を使用することで、Aarbakke社による重要装置の
管理をさらに効率化するアプリケーションの迅速な
開発が可能になりました。配布されたアプリケーシ
ョンを使用することで、アラームとイベントをアセッ
ト別に分類した、現場全体にわたるすべてのCNCマ
シンのコンテキスト化されたビューが提供されまし
た。サービスエンジニアは、ペルソナベースのフィル
ターを使用して、ターゲットを絞ったメンテナンス作
業を実施できるようになりました。 

ソリューション 効果
マシンの長寿命化によってサービスコストが20
～30%減少するとともに、故障の件数および全
体的な停止時間も減少しました。

組織の可視性により、課題への対応がさらに迅
速になりました。

品質が改善し、スループットが向上しました。

突発的な故障の前に介入するアセットの優先順
位付けが可能になりました。

現場でのメンテナンス作業者に対するサポート
が向上しました。

業種	  
 
製造業 
 
 
企業名 
 
Aarbakke

24. Cognite. c2020 『AarbakkeとCogniteがCNCマシンの長寿命化を実現』 [オンライン] [2021年3月17日]  
下記より入手可能：https://www.cognite.com/ja-jp/customer-stories/dataops-manufacturing-cnc-machine-optimization
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図20: 産業向けDataOpsプラットフォーム
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産業向けDataOpsの活用事例：現場からの実例

現場での
メンテナンス
作業者に対する
サポート

課題

業種	  
 
製造業

企業名 
 
Yokogawa

製造業の大規模なデジタル化には、関連するすべて
のデータにユーザーが現場でアクセスできる必要が
あります。25 しかし、多くの製造企業においては、
データは複雑でサイロ化されたシステム内に閉じ込
められており、装置の診断、修理、点検時にメンテ
ナンス作業者が必要な情報に容易にアクセスするこ
とができません。データがサイロ化されていると、毎
日の活動でのメンテナンス作業者の作業プロセス
が非効率になり、必要な情報を見つけるのに複数の
システムへのアクセスが必要になることも珍しくあ
りません。

2日と経たずに、産業向けDataOpsの適切なソリュー
ションによって横河電機のソースシステムのデータ(プ
ロセス変数、装置情報、履歴イベント、取扱説明書な
ど)が民主化およびコンテキスト化されました。所要
時間が短くてすんだのは、コンテキスト化サービスを
使用して、工場のアセットのプロセス変数、装置、イベ
ントの間に自動的に関係が構築されたためです。

こうしてコンテキスト化されたデータは、デジタルワ
ーカーのニーズを満たすよう設計された現場のアプ
リケーションに接続可能となります。タブレットおよ
びモバイルデバイスからアクセス可能であるため、
メンテナンス作業者は、リアルタイムのプロセスデー
タ、ヒストリカルデータ、ドキュメント、CMMS作業指
示書、および写真を現場で利用できるようになりま
した。これで、すべての装置に付属するタグをスキャ
ンしてすべての関連情報を確認するだけで、アセット
を特定できるようになります。

ソリューション
効果

メンテナンス作業者は、現場で作業を実施すると
きに必要な関連情報すべてにアクセスできます。
すべてのプロセスおよびアセットデータへのモバ
イルアクセスが可能になるため、エラーをすばや
く診断し、メンテナンス作業をさらに効率的に
実施できます。その結果、作業者の生産性が30
～55%上昇します。

3Dモデルとコンテキスト化されたデータの融合
により、さらに効率的なプロセスで装置を特定
し、現場で実施すべき作業の計画を立てること
ができるので、現場作業員の時間が節約されま
す。その結果、オフサイトの計画とサポートが向
上します。

ソリューション提供までの時間が1週間もかから
ないため、数週間の実装期間内で価値がもたら
されます。

このデータにすぐにアクセスできるため、メンテナン
ス作業者の効率が飛躍的に向上するとともに、日常
のタスクの実行に必要な情報が利用可能になりまし
た。

さらに、オペレーショナルデジタルツインが作成さ
れ、民主化、コンテキスト化されたデータと3Dモデ
ルが融合しました。このデジタルツインは、甲府工
場の400枚の写真を撮影した後、1時間以内に構築
されました。コンテキスト化されたリアルタイムの
プロセスとヒストリカルデータが3Dモデル内でオー
バーレイされるので、ユーザーは強力な視覚化ツー
ルを使用して工場を探索できるようになりました。
メンテナンス作業者はこれらの3Dモデルを使用し
て、1台の装置がプロセス全体にどのように適合する
のかについて理解を深め、同じ領域で作成された
他の作業指示書を(すべてモバイルデバイスから)確
認できます。

従業員の生産性が
最大 55% アップ
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産業向けDataOpsの活用事例：現場からの実例

データ
ドリブンの
スラッグ予測で
生産を増強

生産が 1% 増加

「スラギング」は石油・ガス産業で一般に見られる
生産上の課題です。スラギングとは、パイプライン
内の三相流(ガス、石油、水)の分離であり、1つまた
は複数の相の蓄積により流れがブロックされます。
スラギングに影響する要因は一時的な状態(油井の
開口、再ルーティングなど)か定常状態のいずれか
になります。したがって、シミュレーターとリアルタイ
ムの生産データを組み合わせてスラギングを監視
し、防止する必要があります。 

課題

Aker BP社の産業向けDataOpsソリューションによ
り、数千ものライブおよび履歴の時系列データに対
するアクセスが可能となります。これらのデータをパ
ターン認識および統計のために継続的に分析した
り、運用上の意思決定のために必要なデータ品質
を確保したりできます。ライブ生産データがデータ
対応のサードパーティアプリケーションと統合され、
スラッグの予測に必要となる複雑なシミュレーショ
ンとモデルを利用できるようになりました。

自己学習アルゴリズムを使用するハイブリッドモデ
ルに、ライブの運用・制御データが送り込まれまし
た。このアルゴリズムは現場の行動の識別と予測モ
デルの生成が可能であり、スラギングシナリオの特
定に使用されます。Aker BP社はスラギングの事象
および関連する生産損失を回避するために、リアル
タイムの実行可能な洞察を生産エンジニアに提供
する最適化モデルを開発することができました。 

ソリューション

効果
生産量が1%増加しました。

スラッグの処理と予測の機能が大幅に改善され
ました。

生産エンジニアがリアルタイムの実行可能な洞
察を獲得しました。

使いやすい意思決定サポートと、差し迫ったスラ
ギングを早期に警告してくれるアルゴリズムがオ
ペレーターに提供されました。

27. Cognite. c2020 『Cognite Data Fusionにより効率的なスラッグの予測を実現』 [オンライン] [2021年3月17日]  
下記より入手可能： https://www.cognite.com/ja-jp/customer-stories/dataops-oil-gas-slug-prediction

業種	  
 
石油＆ガス

企業名
 
Aker BP
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29. Cognite. c2020. How Cognite Data Fusion Helps Grid Operators Prevent Transformer Failure. [Online]. [17 Mar 2021]. Available from: https://www.cognite.com/
customers/dataops-power-utilities-smart-asset-management

送配電網
事業者で
損失の大きい
変圧器故障を
防止

年間 200万ドルの
節約が可能に

“
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業種	  
 
電力＆公益事業
 

企業名 
 
Major grid operator

送配電網において、変圧器は最も高価で重要なコン
ポーネントです。30 重量が200トンを超えるものも多
い、こうした巨大なデバイスは送配電網内の重要な
部分に配置されており、交流回路間に電気を送り、
必要に応じて電圧を増減させます。

送配電網事業者では、変圧器の故障が発生するこ
とがあります。こうした事象は、一般家庭での停電
および電力会社での生産損失の原因となり得ます。
最悪のケースでは、変圧器の誤作動によって出火
や爆発が起こる可能性があります。修理にも交換に
も、高額な費用と時間がかかります。

数百台の変圧器を保有する、ある大手の送配電網
事業者は、年に約1回の故障を経験していました。こ
の送配電網事業者は変圧器の定期メンテナンスを
実施しており、停電時にすばやく電力を復旧できる
よう交換部品にも投資していました。

この事業者は、両方のプロセスの改善に興味を示し
ていました。データは組織が変圧器故障の初期の
兆候を発見する際にどのように役立ち、交換部品
に対する支出をどのように最適化できたのでしょう
か。

課題
この送配電網事業者は産業向けDataOpsのプロバ
イダーと連携して、そのプロバイダーのソースシステ
ムからの変圧器に関する情報(温度、負荷、溶存ガ
スの分析、技術仕様、検査記録など)を民主化し、
それをデータ統合プラットフォームに取り込みまし
た。

変圧器に関連するすべてのデータに1か所でアクセ
スできるため、開発チームは送配電網のすべての変
圧器に対する健全性指標を計算することができま
した。この健全性指標がダッシュボード内で視覚化
されたことにより、送配電網事業者のエンジニアは
全変圧器を一目でチェックし、どのコンポーネント
を優先的にメンテナンスすべきかを判断できるよう
になりました。

ソリューション 効果
20～50%の故障低減により、年間200万ドルの節
約を達成しました。

健全性指標は、変圧器のメンテナンス作業を計
画する方法に関して送配電網事業者がデータドリ
ブンの意思決定を行う際に役立ちます。

変圧器1台の故障によって送配電網事業者に生じ
るコストは、最低でも500万ドルです。この送配電
網事業者は、今後5年間で故障率を20～50%減ら
すという目標を設定しました。これにより、短期
的に年間約200万ドルが節約されます。

30. Cognite. c2020 『Cognite Data FusionがStatnett社の変圧器故障防止に貢献』 [オンライン] [2021年3月17日]  
下記より入手可能： https://www.cognite.com/ja-jp/customer-stories/dataops-power-utilities-smart-asset-management
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28. Cognite. c2020. How Cognite Data Fusion Integrated Power BI’s Quick, Off-the-shelf Visualization. [Online]. [17 Mar 2021]. Available from: https://www.
cognite.com/customers/dataops-oil-gas-visualization-integration

機器の詳細情報を
把握してメンテナンスを
最適化

“
産業向けDataOpsの活用事例：現場からの実例

データドリブンの
メンテナンスと
パフォーマンス
ベースの
サービス提供を
実現
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業種	  
 
坑井&掘削 
 
 
企業名 
 
MHWirth

業界トップレベルの掘削技術とサービスを提供す
るMHWirth社は、世界中の石油掘削施設にあるす
べての掘削装置の監視とメンテナンスを行うため
に、戦略上重要な顧客との新しいパフォーマンスベ
ースのメンテナンス契約を取り付けました。28 契
約上の義務を果たし、顧客収益性を維持するため
に、MHWirth社はメンテナンスの意思決定にデータ
をどのように使用するのかを再考する必要がありま
した。状態監視と予測メンテナンスのアプローチを
取る必要がありましたが、これが難題の始まりでし
た。世界中のアセットを効率的に調査し、異常を検
出するために、ITアーキテクチャをどのように設定
できたのでしょうか。実行可能な意思決定を行うに
は、必要なデータガバナンスと品質を確保すること
も非常に重要でした。それによって顧客との関係が
確立されることもあれば、損なわれることもあるか
らです。

課題
MHWirth社は装置のライブデータを取得・整理す
るために、産業向けDataOpsソリューションを実装
しました。必要なデータのライブエクストラクターを
設定し、基盤となるデータオペレーションの基礎部
分としてアセットテンプレートと補助のデータモデル
を作成しました。

システム内のすべての関連データがあれ
ば、MHWirth社は自由に選択した視覚化と分析のツ
ールを使用して、掘削装置の現在の状態のデジタル
イメージを作成できます。このツールを使用するこ
とで、MHWirth社はデータに関する予測分析を実施
して適切なメンテナンスプログラムを計画できるよ
うになりました。リアルタイムデータのストリームが
モデルに直接入力され、その結果を他の視覚化ツー
ル、アプリケーション、機械学習モデルで利用できる
ようになりました。

現在、MHWirth社のダッシュボードでは、ヒストリ
カルデータとリアルタイムデータの両方を使用して
装置の実際の状態に関する情報を専門家に提供し
ています。これが、掘削装置の最大稼働時間を確保
し、適切なメンテナンスと収益性の高いメンテナン
ス契約とのバランスを取るための前提条件です。

ソリューション 効果
すべての産業データを1か所にまとめ、アセ
ット階層に自動的に関連付けることによっ
て、MHWirth社は自社産業の現状に対する理解
を深め、さらに充実した制御を獲得しました。

MHWirth社のシステムのデータを分析している
専門家は、どの装置にサービスが必要であるか
を迅速に見極め、行動に優先順位を付け、最適
なメンテナンスに関して助言をすることができ
ます。

今やこの会社は、真に洞察に満ちたメンテナン
スプログラムを開発する機会を得ており、メンテ
ナンスコストを抑制し、装置寿命を延ばし、装置
の信頼性を高め、突発的なメンテナンスと停止
時間を最小限に抑えています。

現在MHWirth社は、掘削会社に提供するサービ
スに関して継続的なイノベーションを行ってお
り、新たに状態監視保全サービスを追加してい
ます。

28. Cognite. c2020 『Cognite Data Fusionで保有データと BI連携を迅速化』  
[オンライン] [2021年3月17日] 下記より入手可能： https://www.cognite.com/ja-jp/customer-stories/dataops-oil-gas-third-party-integration
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産業向けDataOpsの活用事例：現場からの実例

視覚化
ソフトウェア
からの
運用効果の
拡大

視覚化された複雑で
大規模なデータセットにより、
より適切な意思決定を支援 

業種	  
 
石油&ガス、製造業、
電力&公益事業  

企業名 
 
Various

Power BI、Tableau、TIBCO Spotfireなどの視覚化ソ
フトウェアは、データドリブン化を進めているすべて
の企業にとっては一般的なものです。29 しかし、デ
ータがなければ視覚化ソフトウェアは何の役にも立
ちません。データが見つからなければ洞察は生まれ
ず、データに信頼性がなければ洞察は利用できませ
ん。こうした問題は、多様なデータ領域、データスト
ア、データ所有者を持つ大規模組織ではよく知られ
ています。ITを利用してデータをプロビジョニングす
ることは、それ自体は面倒ですが、よくあるように、
ユーザーはどのようなデータが存在するのか全体像
を描くことさえできません。データを発見し、Power 
BIで視覚化し、洞察を生み出すために使用する場
合、運用上の意思決定にデータを活用するための十
分な信頼を築く上で、データ品質を常に保証する必
要があります。視覚化ソフトウェアの運用上の効果
を高めるには、こうした課題をすべて克服する必要
があります。

課題
適切な産業向けDataOpsソリューションを使用し
て、ビジネスユーザーは利用可能なすべてのデータ
を容易に参照し、選択した視覚化ソフトウェアにプ
ロビジョニングしています。データ管理およびデー
タ品質のツールを使用することで、ユーザーはデー
タリネージと品質監視を容易に設定できます。これ
により、視覚化がいつでも利用可能となり、運用上
の意思決定を行う絶好のチャンスが訪れます。

このソリューションを利用してデータがプロビジョ
ニングされるため、ユーザーはデータが存在する運
用システムおよびITシステムから独立して、視覚化を
構築しています。ADプロバイダーとの連携により、
視覚化へのデータアクセスの共有または制限が容
易になります。企業はさらにデータドリブンになる
ことができます。ITアーキテクチャ側での複雑なイ
ンフラストラクチャプロジェクト、およびユーザー側
での長期に及ぶ高価な研修プログラムは必要あり
ません。

ソリューション

効果
組織は、複雑で大規模なデータセットの視覚化に
アクセスできます。

必要なすべての組織内ユーザーが、シンプルなブ
ラウザービューで大規模なデータの視覚化を利
用できるようになります。

イノベーションを強化するために、ユーザーはユ
ースケースへの即時アクセスを利用できます。

29. Cognite. c2020 『Cognite Data FusionがPower BIの高速な可視化ツールを統合』 [オンライン] [2021年3月17日] 
下記より入手可能： https://www.cognite.com/ja-jp/customer-stories/dataops-oil-gas-visualization-integration

第４章 - 産業向けDataOpsの活用事例
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ばじめに：産業向けDataOpsを始める絶好の機会が到来

本書で明らかにしてきたとおり、産業向けDataOps
を開発・改良・利用拡大するためのテクノロジーと
ノウハウは順調に進んでいます。産業技術とソフト
ウェアの開発者によって迅速な開発と改良が行わ
れている新生のプラットフォームにより、DataOpsは
産業の枠を越えてこれまで以上に利用しやすくなっ
ています。また、分かりやすさも向上しています。 

重厚長大産業において、持続可能で経済的に実
現可能なデジタルトランスフォーメーションを実
現する唯一の道として最も有望なのが、産業向け
DataOpsです。この分野の約束の大部分は、イノベ
ーションの民主化に大きく左右されます。現在と将
来両方の産業労働者の能力と創造力が、一斉に必
要になります。

 

さらに広範にわたり、公平で、加速する可能性のあ
る産業のデジタル化は、「データ」を話すごく一部の
人間(適切な訓練を受け、それに適した脳の神経経
路を持つほんの一握りの人)に世界が信頼を置くの
ではなく、データに「人間」の言葉を話させることに
よって起こると想定されています。 

産業向けDataOpsの啓蒙・検討・採用に手間取るこ
とで、企業あるいは産業全体が百年に一度のチャン
スを逃す危険にさらされると弊社は考えます。こう
したチャンスは、現在の状況のように、劇的な変化
が起こっている時代に現れる傾向にあります。 

「一方で変化は単純です。同じことが
さらに続きます。問題なのは、現在の
「同じ」という言葉が、ただ速く、すべ
てが変化し続けるという意味を表して
いることです」  
MIT・ハーバード大学ブロード研究所、CIO、William Mayo氏31

産業変革の推進力となる最有力候
補は、紛れもなく、産業のためのデ
ータオペレーションである産業向け
DataOpsです。
 

最初にデータを利用可能にするために、データ
の場所と取得方法、そして後で使用するために
保存する方法を明確にします。 
 

次の手順はデータを活用することです。データ
をサイロから解放し、データが「人の言葉」を
話すようにします。そうすることによって、データ
の価値を運用全体に解放できます。組織内の
すべての人と部門がデータを実際に理解し、使
用し、イノベーションを加えることができるよう
に、データをコンテキスト化し、データのホーム
を設計します。  
 

そして最後に、データの価値を高めます。最大
の価値を引き出せるかどうかは、優れた意思決
定を特徴付ける洞察を獲得できるかどうか、そ
してすべてのビジネスユーザーが解決策を生み
出せるかどうかにかかっています。このような利
点を拡大することによって、データの価値が組
織全体にもたらされます。

1

3

31. MIT Technology Review Insights (c2019) 『DataOps and the Future of Data Management』(MIT Technology Review Insights)  
[オンライン] [2021年3月18日] 下記より入手可能： https://mittrinsights.s3.amazonaws.com/dataops.pdf
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開始する
産業向けDataOpsで何らかの準備作業が必要なのは
明らかです。組織のすべてのデータ関係者間で同意と
結束が必要です。データを利用可能にし、そのデータ
にリソースを割り当てるだけにとどまらず、その先へ進
むには、こうした結束と協力が必要なのです。リソース
割り当て、概念実証、スケーリングの段階をはるかに超
えてデータプロジェクトに深く関わるために、事業部
門の調整と組織化が必要です。
 
 

この点にたどり着くのは、一夜にしてできることではあ
りません。意見の相違を埋め、自分のビジョンを調整
するには、長期的な視野と献身的なリーダーシップが
必要です。しかし、こうした取り組みによって多大な利
益がもたらされ、将来の成功が後押しされます。.

133

目的と戦略、人と思考様式、価値獲得
プロセス、情報アーキテクチャ、
データ遍在性に対する評価を行ってから、
次に進みます。 

準備は万全ですか
本書を読み終えた先には、望み通りのチャンスがあり
ます。産業向けDataOpsの準備状況を見極めるには、
まず組織のデジタル成熟度を評価する必要がありま
す。第1章で述べたとおり、デジタル成熟度はデジタル
の成功を示す重要指標です。以下のことも繰り返し述
べる価値があります。デジタルイニシアチブから得ら
れる実際のROIは、1つの四半期に集中してデジタル化
に意欲的に取り組み、利害関係者(または株主)によい
印象を与えるよりも、着実なイノベーションと長期にわ
たる戦略から生まれやすい傾向にあります。
 
 

長期的な戦略に自然に注力できれば、それはデジタル
化が成熟したしるしです。ツールとプロセスを利用した
戦略の構築により、幅広い利害関係者の間でデジタ
ルな働き方が容易なものになります。もう一つのしる
しは、きめ細かいレベルと総合的なレベルの両方で、
とにかく測定ができることです。

繰り返しになりますが、デジタル成熟度は、人、プロセ
ス、データに及びます。デジタル成熟度の評価は、変
更管理の多次元的な手段です。
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産業向け
DataOpsで 
実現できること
第4章(産業向けDataOpsの活用事例)で述べたと
おり、主要な組織のいくつかは早期に産業向け
DataOpsを開始しており、AI、データ集約型アプリ
ケーション、複雑な調査、および分析にすでに活用
しています。  

その他の良い例として、MITの研究者が多くの企業
にインタビューを行い、新しいアプローチをどのよ
うに活用しているのかを明らかにしました。この結
果、産業での非常に有益なユースケースが広範囲に
わたって明らかになりました。32 

ある組織は「保有する船舶のメンテナンスを自動化
するために、最新のデータ管理手法を使用して並外
れた量のデータを処理・分析しています」。これを
実行するために、この企業は「数兆のデータポイン
ト」での予測分析を使用して、修理と故障を予測し
ています。

保有船舶の停止時間を削減するために、データのマ
ネタイズに注力する企業もあります。これにより、船
舶の稼働を維持しながら時間とコストを節約でき
ます。この会社は故障に向かう傾向をアラートにな
る前に特定し、現在と将来の船舶性能を理解するた
めにデータを使用しています。

産業向けDataOpsの利点を活かす用意ができてい
るもう1つの分野は、自律走行車のオペレーション
です。主要な自動車会社が自律走行の研究開発を
強化するにつれて、自律走行車およびハードウェア
(信号機、路面センサー)によってテレメトリやイメー
ジングを含む膨大な量のデータが生成され、イノベ
ーションの基礎としてさらに活用されることでしょ
う。

32. MIT Technology Review Insights (c2019) 『DataOps and the Future of Data Management』(MIT Technology Review Insights)  
[オンライン]  [2021年3月18日] 下記より入手可能： https://mittrinsights.s3.amazonaws.com/dataops.pdf

石油・ガス産業においては、ノルウェーの事業者であ
るAker BP社が産業向けDataOpsの枠組みを運用に展
開して、水中の油に対する規制に準拠し、生産損失を
削減しています。要するに、Aker BP社はDataOpsを利
用したスマート監視システムを実装して、水質汚染のト
ラブルシューティングに関連するすべてのデータを視
覚化しました。また、基盤となる機械学習モデルを搭
載した推奨システムを実装して、高濃度の水中の油に
関連する最も有害な物質を特定しました。 

スマート監視システムによって、産業向けDataOpsプラ
ットフォームからのデータがほぼリアルタイムで表示
され、直感的なダッシュボードで視覚化されます。さ
らに、センサー値とシミュレーターの出力値を組み合
わせた計算により、別の方法では容易に入手できない
仮想センサーと物理的特性がエンジニアに提供され
ます。 

単一のアセットだけで、Aker BP社は時間の節約と生産
損失の削減を実現しながら年間600万ドルの節約を
記録しています。また、その一方で、地域の環境を保護
し、変わり続ける環境規制に準拠しています。
 

この比類のないケースを想像してください。複数の事
業者で水質汚染の検出に全面的に取り組み、アセット
の全セットや現場全体に対してスケールアップしてい
ます。途方もない、前向きなトランスフォーメーション
の可能性が明白に示されています。 

データ共有が可能になると、その効果はさらに強力に
なります。Aker BP社は、石油・ガス産業へのサブマー
ジドカーゴポンプの主要サプライヤーであるFramo社
と連携しています。産業向けDataOpsプラットフォーム
によって、選択したライブデータを2つの組織間で安
全に共有できるようになりました。Framo社は産業向
けDataOpsを使用してAker BP社の産業データにアク
セスします。これにより、製品開発に情報を利用する
のが容易になり、さらに持続可能なパフォーマンスベ
ースのビジネスモデルが実現しました。このソリュー
ションを使用してメンテナンスの必要性を30%、操業
停止を70%減らし、ポンプの稼働率を40%増やすこと
で、排出量と無駄を削減しました。

単一のアセットだけで、Aker BP社は
時間の節約と生産損失の減少を実現
しながら年間600万ドルの節約を記
録しています。
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途方もない、
前向きなトランス
フォーメーション
の可能性が明白に
示されています。

 
 
このようなソリューションが今後何年かにわたって大
規模に拡大するように、種がまかれているのです。増
加し続けるデータのソースによって、スマート抽出、民
主化、コンテキスト化、および分析の必要性が高ま
り、産業向けDataOpsの必要性が強調されます。 
 
このような取り組みを進める企業は、重要なデータ
を効果の著しい、測定可能なアクションに変換する
という利点を得られます。一方で、ユーザーの高度
化が発達・改善されるとともに、かつて過度に技術
的で分かりにくかったツールが、デジタルの専門家
でない人にとってさえも変化をもたらす強力なプラ
ットフォームとなります。 

産業向けDataOpsの台頭により、人間と機械がかつ
てないほど協力する時代が到来しつつあります。こ
のように人間の知識および創造性を高度なテクノロ
ジーと実質的に同期させる可能性は、産業界におい
てまだほとんど手付かずの状態です。これは間違い
なく、大局的に見て、産業向けDataOpsの最も重要
な機会の1つです。

産業向け
DataOpsの
新たな未来へ
産業または時価総額の違いに関係なく、産業向け
DataOpsのすばらしい新世界に立ち向かう組織を
待ち受けているのは、輝かしい未来です。まだ新し
いアプローチの可能性に追いつこうとしている企業(
および産業)の多くは、先駆けとなった潤沢な遺産を
すでに持っている企業であり、20世紀の世界を紛れ
もなく、そして永続的に変えてきました。

 

21世紀の世界を変えるという使命を帯びて、組織は
今こそ、過去に植え付けられたものではなく、未来
に向けて計画された新しい遺産を適応させ、構築す
るときです。こうした企業および産業にとって、産業
向けDataOpsは最も価値あるツールになります。
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ビジネスを真に変革する取り組みにおいて産業向け
DataOpsが極めて重要な役割を果たすことが、お分
かりいただけたかと思います。現在の課題は、貴社
のビジネスをサポートするために産業向けDataOps
ソリューションにどのような能力が必要なのかを定
義することです。 

このセクションでは、提案依頼書(RFP)を作成し、成
功に必要なすべての能力と機能を確実に説明する
ためのガイドラインを示します。このガイドラインで
は考慮すべき主な領域を示しますので、組織のニー

ズに合わせて枠組みを構築する際のたたき台として
ご使用ください。 

考慮すべき課題を質問形式で示します。これらの課
題の一部またはすべてをソリューションプロバイダ
ー候補に直接提起することも、内部の評価手段とし
て使用することもできます。

単一のソリューションではデータの
すべての課題は解決されないため、
産業データの潜在力を引き出す上で
欠かせない適切な能力について、
組織を調整する必要があります。

産業向けDataOps
ソリューションの
提案依頼書(RFP)
作成時に
考慮すべき事項

ユースケースと
過去の成功例

機能 

ソリューション
アーキテクチャ  

プロジェクトの実行、
サービス、サポート

セキュリティ 

使いやすさ

ソフトウェア
メンテナンス

今後の方向性 

価格モデル

付録 - 産業向けDataOpsRFPガイドライン
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ユースケースと 
過去の成功例
何よりもまず、産業向けDataOpsは、組織に長期的な価値をもたらすことができなくてはなりません。その
ためには、組織の目標とソリューションプロバイダー候補の能力とを擦り合わせる必要があります。ソリュー
ションプロバイダーにドメインでの能力が十分にあると知ることで、期待されるROIを達成する可能性が高
まります。

貴社の概要、産業の事業分野、主要な製品/サー
ビス、関連の専門知識、ビジネス戦略を手短に
説明してもらえますか。

貴社の製品/サービスは一般的なものですか、そ
れとも関連の産業に固有のものですか。貴社の
ドメインの専門知識について説明してもらえま
すか。

主要製品の差別化について説明してもらえます
か。

クライアントのビジネスケース構築と目標とする
ROIの達成をどのように支援した経験があります
か。ビジネスケースの提供に成功した例を挙げ
てもらえますか。

専門家によるヒント: 産業向けDataOpsソリューション
を成功に導くには、作業開始前に定義されたユースケー
スから1つまたは2つを選んで始める必要があります。初
期のユースケースで成功を収めた後は、さらに2～5件の
バックログへと移ります。

導入済みの顧客実績は何社ありますか。同じ業
種の顧客の成功事例を教えてもらえますか。

ソリューションプロバイダー候補の評価に役立つ質問:

提案されたソリューションによってアセット管理
はさらに効果的になりますか。例を挙げてもら
えますか。

クライアントのユースケースを解決するために、
機械学習のソリューションはどのように適用され
ていますか。ハイブリッドのAIソリューション(物
理的機能とMLの機能の組み合わせ)を使用した
ユースケースを紹介してもらえますか。

非構造化データ(ビデオ、3Dなど)に関して提供
されたユースケースには、どのようなものがあり
ますか。

提供されたユースケースの中で最も一般的なタ
イプのものを教えてください。

相談できるリファレンスカスタマーはいますか。

製品デモを見せてもらえますか。

付録 - 産業向けDataOpsRFPガイドライン

機能
産業向けDataOpsのソフトウェアを正しく評価する
には、基盤と接続性という2つの要素を理解する必
要があります。基盤の評価は、提案されたソリュー
ションが産業データのユースケースをサポートし、価
値実現までの時間を最小化するために必要なツー
ルを提供し、スケーラビリティと再現性を最大化す
ることを保証する上で、極めて重要です。  
 

接続性には、データ抽出とアプリケーション層の2つ
の要素があります。データ抽出機能では、現在と将
来の両方のデータソースに接続できる必要がありま
す。アプリケーション層が焦点を当てるのは、ソリュ
ーションプロバイダーがユースケースを提供するため
に、基盤に加えてアプリケーションをどのようにサ
ポートするのかという点です。

このソリューションでは、どのようにデータのコ
ンテキスト化(データマッピング)が実行されま
すか。それは自動ですか、それとも半自動です
か。このソリューションでは、識別と構築を容易
にするための関係が提案されますか。

専門家によるヒント: 理想的なソリューションであれ
ば、このプロセスをできるだけ自動化していなければ
なりません。そうでない場合は、新しいデータソースを
含めるようシステムを手動で拡張しますが、そうすると
非常に時間がかかり、管理も難しくなります。

コンテキスト化(データマッピング)のプロセス
はどのように管理されますか。アクセスは容易
ですか。 

ユーザーはどのように編集を行いますか。

提案されたソリューションでは、データモデル
はどのように作成されますか。管理対象のデー
タソースどうしはどのような関係になっていま
すか。

提案されたソリューションでは、どのようなタイ
プのデータフォーマットがサポートされますか。

提案されたソリューションでは、データの視覚
化をどのようにサポートしていますか。

ソリューション候補の評価に役立つ質問: 基盤

提案されたソリューションでは、データの品質を
どのように管理していますか。ルールは事前に構
築されていますか。ルールは変更できますか。ル
ールは全体的に適用されますか、それともユース
ケース単位で適用されますか。

専門家によるヒント: データモデルは再利用されるよう
に設計されます。データの品質には、ユースケース単位
で適用できる柔軟性が必要です。たとえば、異なるユー
スケースに同じデータが必要なことがありますが、この
データをアセットのリモート監視に使用すると、同じデー
タでパフォーマンス測定の分析モデルを実行する場合と
更新頻度を同じにする必要はありません。

提案されたソリューションでは、テンプレート化
はサポートされますか。適用される作業はどのよ
うに再利用できますか。

専門家によるヒント: テンプレート化はソリューションを
スケーリングするための主要な要素であり、組織がPoC
地獄に陥るのを確実に回避します。

データおよび管理者に関連付けられたユーザー
に関して、提案されたソリューションで通知/メッ
セージはどのようにサポートされますか。スケー
ラビリティに関して、ソリューションはどのような
評価を得ていますか。

専門家によるヒント: 初期のユースケースから拡大すると
きに、スケーラブルなソリューションが必要になります。
産業向けDataOpsは、現場と企業の両方のレベルでのス
ケールに対処できます。
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このソリューションではデータのトレンド分析を
どのようにサポートしていますか。トレンドはどの
ように視覚化され、報告されますか。

このソリューションでは、データ品質のトレンド
を分析し、事前定義されたしきい値を指標がい
つ超えるのかを予測できますか。

このソリューションでは、取り込まれたデータの
完全性(保全性)をどのように文書化し、転送中に
データが失われないよう徹底していますか。

サードパーティベンダーとはどのように連携して
いますか。これまでに連携したことがあるのは、
どのベンダーですか。

専門家によるヒント: サードパーティベンダーとの実績
あるソリューションの例をご覧いただければ、異なる
データソースに自信をもって接続できます。

フロントエンドフレームワークはオープン標準で
構築されていますか。オープンなフロントエンドフ
レームワークはどのようにサポートされますか。

このソリューションでは、時系列データなどのデ
ータを迅速に処理し、容易に利用できるようにす
ることを、どのように保証していますか。

専門家によるヒント: 適時データへの一元化されたリモー
トアクセスにより、現場と企業の両方のレベルで多くの新
しいユースケースに対応する機会が生み出されます。

このソリューションに、Microsoft OfficeやAdobe 
Flashなどのプラグインは必要ですか。

情報を失わずに、表形式のデータとグラフ形式
のデータの両方を取り込むことはできますか。

非同期の時系列データを受信するとき、このソリ
ューションではタイムスタンプをどのように処理
しますか。

このソリューションは、データの挿入・更新・削除
を単独で処理できますか。

バッチおよびストリームベースの取り込み、メモ
リ内データストレージ対永続データストレージな
ど、複数の運用モードをサポートしていますか。

アジャイル開発の原則に従っていますか。また、市
場トレンドと技術規格に基づいて、最新の状態を
どのように確保していますか。

このソリューションは、データおよびメタデータの
圧縮をどのようにサポートしていますか。

各データポイント、イベント、および時系列のソー
スに加え、ユーザーがデータの品質を評価するた
めの関連のメタデータは報告されますか。

既存のデータおよびメタデータのメタデータフィ
ールドはどのように更新されますか。更新はどの
ように実行および管理されますか。

データとメタデータの間はどうやって接続されま
すか。データおよびメタデータは保存されますか、
それともリンクされますか。メタデータは複数の
データエントリーにリンクできますか。

提案されたソリューションにおいて、外部システ
ムとの統合はどのようにサポートされますか。ま
た、このような統合の要件には、どのようなもの
がありますか。

どのような統合が事前構築され、データ抽出お
よびアプリケーション層に容易に利用できます
か。

専門家によるヒント: 多くのオープンプロトコル向けに、
事前構築されたデータエクストラクターが存在してい
ます。また、高度な産業向けDataOpsソリューションに
は、Siemens、ABB、Emersonなどの独立した産業向け
ソリューションプロバイダーに対する既存のエクストラ
クターが搭載されます。

どうすれば、我 (々クライアント)は製品に加える
独自のアプリケーションを容易に開発できるで
しょうか。

専門家によるヒント: データエンジニアおよび特定分野
の専門家（SME）のアプリケーション開発について考え
るときは、さらに詳細な評価が必要です。提案されたソ
リューションのプロバイダーには、Microsoft Power BI
やGrafanaなどの広く採用されているアプリケーション
に対する事前構築された接続が必要です。

提案されたソリューションによって、関連する
SDKが提供されますか。サポートされる言語は何
ですか。

基盤となるデータソースは、どのようなタイプが
サポートされますか。どのような接続が最も一般
的ですか。

リアルタイムのデータにアクセスするソリューシ
ョンの機能は、何という機能ですか。この機能に
対するスケーラビリティの制限にはどのようなも
のがありますか。 

接続性

このソリューションには、リレーショナルデータ
ベースへの接続性とネイティブなアクセスはあ
りますか。

このソリューションには、非リレーショナル構
造への接続性とネイティブなアクセスはありま
すか。

データ交換(REST APIなど)のインターフェイス
の変化に対する安定性とロバスト性をどのよう
に維持していますか。

このソリューションでは、新しいバージョンと前
のバージョン両方のデータパイプラインがサポ
ートされるように、継続性のためのバージョン
管理をサポートしていますか。バージョンは元
に戻せますか。

このソリューションは、階層化されたスケーラ
ブルなREST APIをサポートしていますか。

REST APIはステートレスで、サーバー側の状態
同期ロジックの必要がない容易なキャッシン
グが有効ですか。

提案されたソリューションから、基盤となるデ
ータをCSVまたはXLSXファイル形式でエクスポ
ートできますか。データおよびメタデータは標
準化フォーマットでエクスポートされますか。

ヒストリカルデータを抽出する機能に制限はあ
りますか。

付録 - 産業向けDataOpsRFPガイドライン
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提案されたソリューションの主要な要素は何で
すか。また、その各要素はどのように動作/相互
接続しますか。

専門家によるヒント: ここでアーキテクチャ要件を含め
ることができます。多くの組織がすでに、OT/ITのデータ
サイロをデータレイクまたはデータウェアハウスのソリュ
ーションに統合するための投資を行っています。産業向
けDataOpsソリューションで、既存のインフラストラクチ
ャへの投資を活用する必要があります。

ソフトウェアはクラウドネイティブでしょうか。
どのベンダー(AWS、Azure、GCP)がサポートされ
ますか。 

ホステッド/プライベートクラウドまたはオンプレ
ミスのデプロイはサポートされますか。

リアルタイムのデプロイをサポートするソリュー
ションの機能は、何という機能ですか。

水平スケーリングと垂直スケーリングは、どのよ
うにサポートされますか。

高可用性はどのように提供され、フェイルオーバ
ーの手順はどのように処理されますか。

バックアップと復旧の手順はどのようにサポート
されますか。

アーカイブはどのように扱われますか。

エッジ機能はどのようにサポートされますか。オ
ンプレミスのデプロイは提供されますか。

このソリューションはブラウザーに依存しない使
用を可能にするために、W3CおよびHTML5の標
準規格で検証されますか。

すべてのデータオブジェクトおよびコードのリネ
ージが追跡され、上流のソースと下流の利用状
況が表示されますか。

コアコンポーネントに変更を導入し、拡張機能を
追加するとき、どのように展開が起こりますか。

再設定、アップグレード、拡張を本番に移す前に
テストできますか。

ソフトウェアとハードウェアの前提条件は何で
すか。

付録 - 産業向けDataOpsRFPガイドライン

ソリューション
アーキテクチャ

すべての組織には、最初から対処する必要のある固有のアーキテクチャ要件があります。ここでの鍵は、提
案されたソリューションのプロバイダーが既存環境の要件を満たすよう確実に準備できていることです。

ソリューションプロバイダー候補の評価に役立つ質問:

提案されたソリューションの検証/運用の展開
から、メンテナンスおよびサポート契約の最終
受け入れ/開始までの本番運用開始期間につい
て、説明してください。

実装中と実装後に提供されるメンテナンスおよ
びサポートにはどのようなものがありますか。

専門家によるヒント: プロジェクトの成功を確実なも
のにするために、提案されたソリューションのプロバ
イダーには指定されたカスタマーサポート担当者が必
要です。

典型的なプロジェクト実装プロセスはどのよう
な感じでしょうか。どのようなサポートが受けら
れますか。

一般に、どのようなレベルのサービスが提供さ
れますか。

共同作業の利点を最大限活用するために、貴
社の熟練した専門家と我 (々クライアント)の社
内専門家がどのように協力しあうのかを説明し
てください。

提案されたソリューションでは、検索はどのよ
うに有効化/サポートされますか。ドキュメント
を提供してもらえますか。

ソリューションプロバイダー候補の評価に役立つ質問:

専門家によるヒント: 検索機能によってデータエンジ
ニアの時間が節約されるとともに、特定分野の専門家
（SME）およびその他のデータ利用者がデータを見つ
けやすくなります。

このソリューションではどのようにドキュメント
をサポートしていますか。また、ドキュメントを利
用可能にするにはどうすれば良いでしょうか。

どのようなトレーニングプログラムが用意されて
いますか。どのようなものが一般的ですか。

我 (々クライアント)の組織内で専門的な能力を
確実に構築するにはどうすればよいでしょう
か。

専門家によるヒント: 組織内で専門的な能力を構築する
ことはデジタル成熟度に向けての重要な一歩です。ソリ
ューションプロバイダーは、このような能力を与えること
ができなくてはなりません。そうでない場合、組織はソ
リューションプロバイダーとサービスに基づく関係に陥
るというリスクを冒します。

この期間には、どのようなリソースとサポートが
提供されますか。

問題解決時には、どのような水準のサポートが
提供されますか。多様なサポート水準が提供さ
れますか。

ソリューションプロバイダー候補がどのようにプロジェクトを実施しているかを理解することで、TTV(Time 
to Value)を予測し、実装のためのハイレベルなロードマップを作成することができます。ソリューションプ
ロバイダー候補は、継続的な成功を保証するためのリソースを提供する必要があります。実装を成功させる
には適切なテクノロジーと適切なサポートの両方が必要になります。ここでの質問は、産業向けDataOpsソ
リューションを採用する際に、チームと組織に対してどのようなサポートが提供されるかを評価するのに役
立ちます。

プロジェクトの実行、
サービス、サポート
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アクセス制御に関するソリューションの機能とは、
どのようなものですか。粒度とは何でしょうか。

アクセス制御のグループはサポートされますか。

提案されたソリューションにおいて、認証要件は
カスタマイズできますか。

データポイントに関連する疑わしいアクティビテ
ィをユーザーはどのように報告しますか。

報告された疑わしいデータポイントを修正または
却下するための特別なロールをユーザーに割り当
てることはできますか。

このソリューションはISO規格(または必要に応じ
て、その他の規格)に対応していますか。

このソリューションは管理の連鎖を追跡します
か。

侵入テストおよびサードパーティ評価について、
どのような戦略がありますか。

このソリューションでは、すべてのデータ操作の
監査証跡をどのように維持していますか。

バックボーンコンポーネントの監視と統計はどの
ような形で提供されますか。

我 (々クライアント)独自のデータへのアクセスは
どのように保証されますか。

セキュリティ、アクセス、ガバナンスに対して高可
用性はどのように維持されますか。

ユーザーレベルとグループレベルの両方で、アク
セス権の取り消しはどのようにサポートされま
すか。

提案されたソリューションにおいて、データはい
つどのように暗号化されますか。

付録 - 産業向けDataOpsRFPガイドライン

セキュリティ

セキュリティの重要性は常に高まっているため、ソリューションプロバイダー候補は貴社のニーズにいつで
も合わせられるようにしておく必要があります。新しいソフトウェア製品に対応する独自のセキュリティ要件
を貴社のIT部門が開発している可能性が高いため、包括的なセキュリティのリストを掲載することはしませ
ん。ここでは、考慮すべき主要な課題をいくつかご紹介します。

ソリューションプロバイダー候補の評価に役立つ質問:

使いやすさ

ソフトウェアソリューションの展開が成功するかどうかは、ユーザーエンゲージメント次第です。使いやすさ
の欠如は、製品の採用がうまくいかない主な原因の一つとなります。すべてのデータ利用者にとってデータ
を見つけやすく、使いやすいものにするために、提案されたソリューションは、操作するのに豊富なコーディ
ング経験を必要としない、直感的でうまく設計されたユーザーインターフェイスでなければなりません。さ
らに、データサイエンティストたちの最大の不満の1つは、データへのアクセシビリティです。データレイク内
に一元化されている場合であっても不満が上がります。ソリューションプロバイダー候補はデータを真に使
いやすいものにするために、これらのユーザーグループの両方をサポートする必要があります。

ユーザーは、提案されたソリューションのさまざ
まな部分をヘルプなしで移動できますか。

専門家によるヒント: このトピックを評価しようとすると
きは、製品デモを要求するとよいでしょう。

ユーザーはソリューションの応答をリアルタイム
で見たり感じたりできますか。

このソリューションでサポートされる同時ユーザ
ー数はいくつですか。コラボレーションに対応で
きる環境ですか。

専門家によるヒント: 産業向けDataOpsソリューション
のユーザー数が増えるにつれて、組織はさらに採用を増
やそうと努力し、複数の部署にわたってユースケースの
開発を推進する必要があります。

エラーメッセージはどのように処理ますか。エラ
ーはユーザーが簡単に理解できるようになって
いますか。

ソリューションプロバイダー候補の評価に役立つ質問:
検索結果の絞り込みは簡単ですか。 

ユーザーは、IT部門によるサポートや、データ
エンジニアリング、SQL、または生産プロセス
の詳細なトレーニングなしでデータパイプラ
インを作成できますか。パイプライン作成用
のGUIはありますか。

ユーザーはジョブの実行中に他のタスクを実
行できますか。ジョブが完了するとユーザー
に通知されますか。

どのようにして、検索結果をすばやくユーザー
に戻していますか。

ユーザーは、エラー、バグ、サービスの不具
合、新しいサービスまたは既存のサービスに
対する強化のリクエストをどうやって報告し
ますか。

148 149



製品の改善はどのくらいの頻度でリリースされ
ますか。メジャーリリースとマイナーリリースのサ
イクルはありますか。

専門家によるヒント: 組織が何を必要としているのかに
応じて、オンプレミス、プライベートクラウド、パブリッ
ククラウドの製品の間で異なる管理要件を必ず理解し
てください。

クライアントは基本ソフトウェアですべての製
品アップグレードを受ける権利がありますか。ア
ップグレードはいつ必要ですか。

計画的と予定外両方のメンテナンス/停止時間
について、クライアントにどのように通知されま
すか。

新しいバージョン/更新はどのように管理されま
すか。

どのようなレベルの可用性および稼働時間が保
証されますか。システム稼働時間はどのように
追跡されますか。

付録 - 産業向けDataOpsRFPガイドライン

ソフトウェアメンテナンス

このセクションは、ソリューション実装後に必要な維持管理について理解を深めることを目的としていま
す。信頼性は、製品の採用におけるもう一つの重要な要素です。提案されたソリューションに対する改善お
よび強化によって予期しない停止時間が起こってはなりません。また、適切な運用を確保するためにハイレ
ベルの手動サポートが必要になってもいけません。

ソリューションプロバイダー候補の評価に役立つ質問:

今後の方向性

ソリューションプロバイダー候補のロードマップと組織の目標を確実に一致させます。最優先の技術開発を
見ることで、製品の動向が明確になり、組織の成長を支え続けることができます。

ソリューションプロバイダー候補の評価に役立つ質問:

製品ロードマップには短期間(6～12か月)と長
期間(2～5年)のものがありますか。

価格モデル

現在に至るまで、産業向けソフトウェア業界ではま
だ価格収束は起こっていません。開始に必要な初
期の価格(サービスを含む)を理解するために概要
レベルの質問をすることは、ソリューションプロバ
イダー候補の評価に役立ちます。さらに、産業向け
DataOpsのソリューションはスケーリングを目的とし
ているため、データソース、ユーザー、ユースケース
が増加し始める場合の価格決定の手段を理解する
ことも重要です。

ソリューションプロバイダー候
補の評価に役立つ質問:

製品価格はどのように決定していますか。価格モ
デルはユースケースと製品採用の増加にどのよう
に対応していますか。

どのような要素が製品およびサービスの主要な
コスト推進要因になると予測しますか。

新製品開発へのアプローチはどのようなもので
あり、カスタマイズ/機能拡張の展開の可能性
はどうなりますでしょうか。
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著者について

Petteri Vainikka 
Cognite社 プロダクトマーケティング担当バイスプレジデント

20年以上のキャリアを持ち、消費者向けおよび企業向けSaaSテクノロ
ジーなど、常に新しい変革的なテクノロジー開発とその商業利用に携わ
り、顧客の価値を高めることに焦点を当ててきました。Cognite入社以
前は、Sumea、Rovio、Cxense、Ardoqなどの企業で、シニアプロダクト
マネジメント、マーケティング、営業、管理職などを歴任。ヘルシンキの
アールト大学で技術修士号を取得。

Alexandra Teachout 
Cognite社 プロダクトマーケティング部ディレクター（石油&ガス担当）

15年以上にわたってエンタープライズSaaS企業のプロダクトマーケティ
ングの専門家として活躍。位置情報データを専門家として、輸送・物流、
自動車、スマートシティを含む複数の業界において、最大の価値をもた
らすデータの運用に注力してきました。Cogniteでは、石油&ガス事業向
け製品の市場投入を担当しており、特にエネルギートランジションの促
進に重点を置いています。

Jonathan Higgins 
Cognite社 コーポレートコミュニケーション部ディレクター

コピーライターを生業とし、米国では政府広報、ドイツでは学術・政策、
アジアや北欧では民間企業のPRやレピュテーションマネジメントに従
事。これまでの15年間は、通信、テクノロジー、自動車、食品・飲料など
のグローバル企業のマルチマーケットコミュニケーションプログラムを
推進し、多くのトップリーダーの記事を執筆してきました。Cogniteでは、
コーポレートコミュニケーションを担当しており、産業トランスフォーメ
ーションのニュースプラットフォーム「Ignite」の編集者でもあります。

前述のとおり、本書の目的は産業向けDataOpsソリ
ューションのRFPを作成するための青写真を提供す
ることです。したがって、現在と将来両方のプロジェ
クトの成功を達成できます。

多くの場合、最新のテクノロジーと機能が最も重要
ですが、組織全体で容易に採用できるソリューショ
ンを持つことも同じくらい重要です。 

他のすべての産業向けソフトウェアと同様に、ソリュ
ーションが使いにくく、利用可能なテクノロジーをユ
ーザーが効果的に適用できない場合には、産業向
けDataOpsのソフトウェアもシェルフウェアになる
可能性があります。そうすると、必然的に業績が低
迷し、期待されるROIが得られなくなります。

最後になりますが、産業向けDataOpsのソリューシ
ョンはお客様の毎日の運用を構成する必須要素と
なることを目的としています。したがって、製品ロー
ドマップにお客様の将来のニーズとともに製品が成
長することを示している、経験豊富なソリューション
プロバイダーとの連携が極めて重要となります。

以上のことを念頭に置き、
産業向けDataOpsソリューションの
RFPを作成するための
知識を活用すれば、データから
極めて大きな価値を
引き出すことができます。

付録 - 産業向けDataOpsRFPガイドライン
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著者について

Gabe Prado 
Cognite社 プロダクトマーケティング部ディレクター（電力&公益事業担当）

データ収集、テストと測定、DataOps、重工業向けのAI＆MLシステムな
どろ歴任。これまで主要産業の企業がデジタルトランスフォーメーショ
ンで直面する課題を調査し、解決してきました。Cogniteでは、電力&公
益事業に向けた製品の市場投入を戦略的に管理し、産業データ運用と
デジタル成熟度を関連付ける研究やベンチマークを主導しています。

Kiran Dhillon 
Cognite社 プロダクトマーケティング部シニアディレクター

消費者向けテクノロジーから企業向けSaaSまで、幅広いデジタル戦略に
従事。Cogniteでは、Cogniteの製品およびソリューションの製品定義お
よび戦略的ビジョンをリードしています。Cognite入社以前は、Ogilvy & 
Mather、Young & Rubicam、Opera Software、Cxenseで製品戦略やデ
ジタルマーケティングに携わってきました。また、インド、ノルウェー、米
国などの国際市場でさまざまな役職を歴任しています。

Petter Jacob Jacobsen 
Cognite社 コーポレートデベロプメント担当バイスプレジデント

石油＆ガスのフィールドエンジニアとして勤務した後、データサイエ
ンスに転身。このキャリアはCogniteに入社後、非常に役に立ちまし
た。Cogniteでは、大規模な産業界の様々なデジタルトランスフォーメ
ーションに携わり、現在の企業開発部門に移る前は、石油＆ガスの製品
化をリードしていました。産業とデジタル化の最前線での経験を活かし
て、本書に貢献しています。

Ben Skal 
Cognite社 プロダクトマーケティング部ディレクター（製造業担当）

過去10年間、製造業に従事。鉄鋼業においてプロセスエンジニアとして
実務経験を積んだ後、プロセス産業向けの自動化ソリューションのプロ
ジェクト管理に携わってきました。製造業においてデータを運用する際
に直面する多くの課題を経験し、業務改革のための支援に注力していま
す。
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